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は
じ
め
に

　

大
勝
館
は
、
浅
草
公
園
六
区
に
あ
っ
た
映
画
館
（
以
下
、
活
動
写
真
小
屋
の
意
を
含
む
）
で
、
梅
屋
庄
吉
（
一
八
七
三
～
一
九
三
四
）
創
業
の
M
パ
テ
ー
商

会
と
の
契
約
で
興
行
を
始
め
た（

（
（

。
本
稿
で
は
、『
都
新
聞
』
を
主
な
資
料
と
し
て
、
こ
の
大
勝
館
と
そ
の
隣
に
位
置
し
た
紀
念
大
勝
館
（
旭
館
→
紀
念
大
勝
館
）

に
お
け
る
上
映
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
映
画
の
黎
明
期
を
支
え
た
浅
草
六
区
の
一
事
例
を
示
す
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
調
査
範
囲
は
、
大
勝
館

で
初
め
て
M
パ
テ
ー
制
作
の
作
品
が
上
映
さ
れ
た
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
九
月
か
ら
大
勝
館
が
日
活
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
館
と
な
る
大
正
元
（
一
九
一
二
）

年
九
月
ま
で
の
四
年
間
で
あ
る
。

　

次
に
、
そ
の
一
事
例
か
ら
朧
気
に
見
え
て
く
る
中
村
歌
扇
（
一
八
八
九
～
一
九
三
四
）
の
動
向
に
も
着
目
し
た
い
。
中
村
歌
扇
は
、
初
期
の
活
動
写
真
で
活

躍
し
た
女
役
者
（
歌
舞
伎
を
本
業
と
し
た
女
性
の
俳
優
で
、
男
性
と
同
様
の
演
技
様
式
を
身
に
つ
け
て
歌
舞
伎
を
演
じ
た
プ
ロ
の
俳
優（

（
（

）
と
し
て
、
映
画
史
に

名
を
残
す
人
物
で
あ
る
。
中
村
歌
扇
の
出
自
や
浅
草
の
娘
芝
居
時
代
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
女
役
者
、
中
村
歌
扇
―
浅
草
娘
芝
居
時
代
を
中
心

に
―
」（『
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
紀
要
』
六
八
集
（
二
〇
二
一
）
所
収
）（
以
下
、「
土
田
：
二
〇
二
一
」
と
す
る
）
で
触
れ
た
が
、
そ
の
後
、
彼
女
が
出

演
し
た
活
動
写
真
に
関
し
て
は
断
片
的
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
大
勝
館
の
実
態
か
ら
中
村
歌
扇
の
活
動
写
真
出
演
状
況
を
探
る
こ
と
を
本
稿
の

第
二
の
目
的
と
し
た
い
。
情
報
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
そ
の
全
貌
の
解
明
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、
可
能
な
範
囲
で
出
演
作
品
を
特
定
し
、
他
の
作
品

大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

土つ
ち　
　

田だ　
　

牧ま
き　
　

子こ



四
四

へ
の
出
演
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
み
た
い
。

　

中
村
歌
扇
の
養
父
で
も
あ
る
興
行
師
の
青
江
俊
蔵
が
、
自
身
の
経
営
し
て
い
た
第
一
共

盛
館
と
第
二
共
盛
館
を
、
そ
れ
ぞ
れ
大
勝
館
と
旭
館
（
の
ち
に
紀
念
大
勝
館
）
と
い
う
映

画
館
に
し
て
、
活
動
写
真
の
興
行
を
行
っ
た
こ
と
は
「
土
田
：
二
〇
二
一
」
で
も
述
べ
た

（
三
六
ペ
ー
ジ
）。
明
治
三
〇
年
代
、
第
一
共
盛
館
で
は
「
青
木
の
玉
乗
り
」
が
人
気
を
博
し
、

隣
の
第
二
共
盛
館
で
は
中
村
歌
扇
を
座
頭
と
す
る
美
園
一
座
と
い
う
娘
芝
居
が
呼
物
で

あ
っ
た
が
、
四
〇
年
代
初
頭
の
活
動
写
真
ブ
ー
ム
の
波
に
押
さ
れ
て
、
他
の
多
く
の
見
世

物
小
屋
や
劇
場
と
同
じ
よ
う
に
こ
の
二
つ
の
共
盛
館
も
映
画
館
へ
と
姿
を
変
え
た
形
で
あ

る
。
大
勝
館
は
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
七
月
に
開
場
し
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）

年
十
月
ま
で
存
続
し
た（

（
（

。
第
二
共
盛
館
は
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
四
月
に
旭
館
と

改
称
し
、
当
初
は
「
幻
芸
」
と
い
う
珍
し
い
芸
態
を
見
せ
た
が（

（
（

、
同
年
六
月
に
は
第
一
共

盛
館
の
後
を
追
っ
て
映
画
館
と
な
る
。
そ
れ
か
ら
二
か
月
後
の
明
治
四
一
年
八
月
に
紀
念

大
勝
館
と
改
称
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
も
、
明
治
四
三
年
夏
に
閉
館
す
る
。

　

な
お
、
一
般
的
に
は
、
大
勝
館
は
大
瀧
勝
三
郎
所
有
の
映
画
館
と
し
て
知
ら
れ
る
。
大

瀧
勝
三
郎
は
二
代
目
大
勝
と
呼
ば
れ
た
腕
利
き
の
鬘
職
人
で
、
浅
草
花
屋
敷
の
持
ち
主
と

な
っ
て
浅
草
の
興
行
界
で
も
重
き
を
な
し
て
い
た
。
た
だ
、
実
態
と
し
て
は
、「（
大
勝
の

―
筆
者
注
）
其
の
ま
た
番
頭
を
し
て
居
る
青
江
俊
蔵
と
い
ふ
の
が
諸
興
行
も
の
を
切
て

廻
し
て
ゐ
る
」（
朝
日1901/04/06

）
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。
小
屋
主
は
大
瀧
勝
三

郎
だ
が
、
事
実
上
の
経
営
は
青
江
に
任
さ
れ
て
い
た
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

図 1　浅草興行街の変遷：明治 39年（左）と明治 44 年（右）
※①②で示したのが第一共盛館→大勝館および第二共盛館→旭館（のちの紀念大勝館）、③はのちにパテー館が
できる場所である（台東区教育委員会編『浅草六区 : 興行と街の移り変り』 （台東区文化財調査報告書 第５集） 
台東区教育委員会 1987、64・66 ページより）。
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旭
館
開
館
前
の
大
勝
館
―
明
治
四
二
年
九
月
～
明
治
四
三
年
三
月

　

大
勝
館
は
明
治
四
一
年
七
月
の
開
業
時
か
ら
M
パ
テ
ー
商
会
と
契
約
を
結
ん
だ
。
七

月
一
三
日
に
開
場
す
る
が
、
最
初
は
西
洋
か
ら
輸
入
し
た
映
像
を
主
に
見
せ
て
い
た
よ

う
だ
。
そ
の
他
に
「
宙
乗
り
「
天
女
の
舞
」
十
二
色
変
化
」（
朝
日1908/07/16

）、「
独

特
の
彩
色
電
気
の
牡
丹
花
を
舞
台
一
面
に
敷
き
列
べ
其
上
で
三
美
人
が
羽
衣
姿
に
胡
蝶

の
戯
れ
を
演
る
な
ぞ
は
何
處
ま
で
も
浅
草
式
」（
読
売1908/08/30

）
と
い
っ
た
余
興

を
や
っ
て
、
観
客
の
目
を
引
い
て
い
た
。

　

M
パ
テ
ー
商
会
制
作
の
最
初
の
作
品
は
、
明
治
四
一
年
九
月
三
〇
日
か
ら
上
映
さ
れ

た
『
曽
我
兄
弟
狩
場
の
曙
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
出
演
し
た
の
が
、
当
時
は
ま
だ
第
二
共

盛
館
で
娘
芝
居
を
上
演
し
て
い
た
中
村
歌
扇
（
当
時
一
九
歳
）
で
あ
っ
た
。
歌
扇
が
十

郎
を
演
じ
、
同
じ
一
座
の
雛
子
が
五
郎
、
歌
江
が
仁
田
四
郎
を
演
じ
た
と
伝
え
ら
れ
る

（
図
２
）。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
「
土
田
：
二
〇
二
一
」（
三
六
～
三
七
ペ
ー
ジ
）
で

述
べ
た
の
で
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
当
時
の
浅
草
の
活
動
写
真
界
に
つ
い
て
『
都
新
聞
』

は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
（
傍
線
部
―
土
田
、
以
下
同
）。

　
　

�

活
動
写
真
は
今
が
全
盛
期
、
浅
草
公
園
の
観み
せ
も
の

覧
物
は
大
概
之
に
押
れ
て
仕
舞
つ
て

太
神
楽
も
玉
乗
り
も
顔
色
な
し　

軒
並
の
活
動
を
順
に
覗
い
て
見
て
第
一
に
感
ず

る
の
は　

一
頃
非
常
に
人
気
も
の
で
あ
つ
た
魔
術
も
の
が
既
に
倦
き
ら
れ
て
演
劇

も
の
が
歓
迎
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
、
夫
も
悲
劇
種
で
は
西
洋
風
俗
が
一
寸
日
本
人

図 2　『曽我兄弟狩場の曙』の一場面
（『活動写真雑誌』第 1 巻 4 号　口絵写真（『日本映画初期資料集成復刻版 2』三一書房）より）
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四
六

に
会
得
し
兼
る
の
と
時
代
劇
で
は
頭て
ん

で
解
ら
ぬ
の
で　

日
本
演
劇
を
頻
り
に
持
込
ん
で
居
る
、
先
づ
三
友
館
は
右
団
次
、
右
之
助
親
子
の
石
橋
の
所
作
を

長
唄
囃
子
入
り
で
、
電
気
館
は
右
団
次
の
橋
弁
慶
是
は
義
太
夫
入
り
、
富
士
館
は
故
団
州
菊
五
郎
の
紅
葉
狩
を
長
唄
囃
子
入
り
で
映
写
し
て
居
る
、
然
し

今
の
と
こ
ろ
は
何
れ
も
所
作
に
属
す
る
も
の
で
、
此
前
東
京
で
舞
台
に
掛
け
た
鈴
ヶ
森
や
忠
五
の
や
う
な
も
の
は
見
え
ぬ�

（
都1908/09/25

）

当
時
は
、
歌
舞
伎
役
者
に
よ
る
所
作
事
（
舞
踊
）
を
長
唄
囃
子
や
義
太
夫
節
入
り
で
見
せ
る
活
動
写
真
が
人
気
を
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
九
代
目
團
十

郎
と
五
代
目
菊
五
郎
の
『
紅
葉
狩
』
も
含
む（

（
（

）。
そ
し
て
所
作
（
舞
踊
）
ば
か
り
が
上
映
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
こ
の
記
事
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

　
　

�

原
画
を
作
る
俳
優
が
活
動
写
真
的
舞
台
の
呼
吸
が
充
分
に
呑
込
め
ぬ
の
で
、
演し
ば
い劇
を
離
れ
た
演し
ば
い劇
、
言
ひ
換
へ
て
云
へ
ば
活
動
的
世
話
と
も
云
ふ
一
種
特

別
の
表
情
が
出
来
ぬ
の
で
所
作
以
外
の
ヒ
ル
ム
が
映
せ
ぬ
の
だ　

若
し
パ
テ
ー
会
社
の
様
に
此
専
門
の
俳
優
を
養
成
し
て
原
画
を
作
れ
ば
市
井
の
出
来
事

や
新
聞
の
雑
報
に
て
充
分
写
真
の
種
に
な
る
事
が
沢
山
あ
る�

（
都1908/09/25

）

歌
扇
率
い
る
美
園
一
座
は
活
動
写
真
専
門
で
は
な
く
、
舞
台
で
歌
舞
伎
を
演
じ
る
こ
と
を
専
業
と
す
る
女
役
者
の
一
座
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
後
、
M
パ
テ
ー
商

会
の
作
品
に
数
多
く
出
演
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
活
動
写
真
の
俳
優
に
必
要
な
「
一
種
特
別
の
表
情
」
を
身
に
着
け
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。

　

以
下
、
こ
の
『
曽
我
兄
弟
狩
場
の
曙
』
を
出
発
点
と
し
て
、
大
勝
館
と
紀
念
大
勝
館
（
旭
館
）
の
上
映
作
品
を
挙
げ
な
が
ら
、
二
館
の
動
向
を
見
て
い
く
こ

と
と
す
る
。
上
映
作
品
は
原
則
と
し
て
『
都
新
聞
』
の
「
遊
覧
案
内
」
に
拠
る
。
上
映
作
品
の
リ
ス
ト
は
文
末
の
表
：
大
勝
館
・
紀
念
大
勝
館
（
旭
館
）
上
映

作
品
一
覧
（
稿
）（
以
下
、
一
覧
表
）
に
掲
げ
る
。
本
文
の
算
用
数
字
は
こ
の
一
覧
表
の
通
し
番
号
と
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
村
歌
扇
の
名
が
見
ら
れ
る

箇
所
に
は
傍
線
を
引
い
た
。
新
聞
広
告
の
引
用
年
月
日
に
つ
い
て
は
一
覧
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
『
曽
我
兄
弟
狩
場
の
曙
』
の
広
告
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
本
月
廿
日
撮
影
」
と
あ
る
の
で
九
月
二
〇
日
に
撮
影
し
た
も
の
を
三
〇
日
か
ら
上
映
し
て
い
た

こ
と
に
な
り
、
ず
い
ぶ
ん
な
自
転
車
操
業
で
あ
る
。
自
社
で
撮
影
し
た
作
品
の
他
に
「
ビ
ユ
チ
ー
ダ
ン
ス
」（
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
？
）
な
ど
西
洋
の
短
編

映
像
を
同
時
上
映
す
る
方
法
は
、
当
時
の
活
動
写
真
界
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
形
だ
っ
た
。
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１
．
パ
テ
ー
特
約
活
動
大
写
真　

浅
草
公
園
六
区
青
木
玉
乗
跡　

大
勝
館　

本
月
廿
日
撮
影　

囃
子
鳴
物
入
御
覧
に
供
す

　
　
　
　
　

歌
舞
伎
十
八
番
『
曽
我
兄
弟
狩
家マ

マ

の
曙
』
場
面
三
段
返
し　

女
俳
優
娘
美
園
中
村
歌
扇　

他
数
名
出
演

　
　
　
　
　

其
他
新
着
写
真
数
種
、
余
興
ビ
ユ
チ
ー
ダ
ン
ス
及
び
ブ
ラ
ツ
ク
ア
ー
ト
花
輪
の
蝶　

本
館
は
一
週
間
毎
に
写
真
差
替
へ

　

こ
の
上
映
に
続
き
、
一
〇
月
後
半
に
は
、
米
国
艦
隊
の
横
浜
来
航
の
模
様
を
伝
え
る
フ
ィ
ル
ム
を
上
映
し
て
い
る
（
２
・
３
）。
こ
の
月
、
一
八
日
か
ら
二

五
日
ま
で
米
国
艦
隊
が
横
浜
港
に
寄
港
し
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
上
映
の
形
で
引
き
続
き
「『
曽
我
兄
弟
夜
討
』
三

段
返
し
」（『
曽
我
兄
弟
狩
場
の
曙
』
を
指
す
）
の
タ
イ
ト
ル
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
２
・
３
）。
こ
の
よ
う
に
メ
イ
ン
の
上
映
作
品
を
新
し
い
も
の
に
差
替

え
つ
つ
、
古
く
な
っ
た
も
の
は
「
番
外
」
な
ど
と
位
置
付
け
て
上
映
を
続
行
す
る
形
は
、
こ
の
後
も
一
貫
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

米
国
艦
隊
が
去
る
と
、
大
勝
館
は
ふ
た
た
び
歌
舞
伎
の
活
動
写
真
を
上
映
す
る
。
一
一
月
は
『
伽
羅
先
代
萩
』（
４
～
６
）、
一
二
月
は
『
絵
本
太
功
記
』「
尼

ケ
崎
の
段
」（
７
～
８
）、
翌
年
一
月
は
『
碁
盤
忠
信
』「
吉
野
山
の
場
」（
９
～
10
）、
二
月
に
は
『
壺
阪
霊
験
記
』（
11
）、
三
月
は
『
明
烏
夢
淡
雪
』、
三
月
後

半
に
は
『
佐
倉
宗
五
郎
』（
12
）
と
い
う
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
作
品
は
一
〇
日
ほ
ど
で
メ
イ
ン
上
映
の
役
割
を
終
え
る
が
、
そ
の
後

も
「
番
外
」
と
し
て
上
映
が
継
続
さ
れ
、
合
計
で
一
か
月
ほ
ど
の
上
映
期
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
９
～
11
に
は
「
ビ
オ
ラ
マ
『
雪
月
花
』」
を
上
映
し
て

い
る
。「
宮
島
実
景
」（
10
）
と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
る
の
で
実
写
の
風
景
を
バ
ッ
ク
に
舞
踊
を
見
せ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
13

の
「
電
気
所
作
事
『
三
つ
面
』」
は
、
先
述
の
「
電
気
の
牡
丹
花
を
舞
台
一
面
に
敷
き
列
べ
其
上
で
三
美
人
が
羽
衣
姿
に
胡
蝶
の
戯
れ
を
演
る
」
と
い
っ
た
類

の
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
未
詳
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
大
勝
館
で
は
、
開
館
間
も
な
い
時
期
か
ら
、
所
作
事
で
は
な
い
歌
舞
伎
作
品
の
活
動
写
真

を
精
力
的
に
制
作
し
、
余
興
に
も
電
気
仕
掛
け
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

旭
館
の
開
館
と
横
田
商
会
と
の
協
力
―
明
治
四
二
年
四
月
～
七
月

　

明
治
四
二
年
四
月
一
日
、
第
二
共
盛
館
が
旭
館
と
名
を
変
え
て
新
築
開
場
す
る
。
す
る
と
、
こ
こ
で
は
「
幻
芸
」
あ
る
い
は
「
幻
劇
」、「
実
写
活
動
」
な
ど

と
呼
ば
れ
た
形
態
の
上
演
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
本
稿
で
は
「
幻
芸
」
の
呼
称
で
代
表
す
る
）。
こ
れ
は
、
舞
台
一
面
に
大
き
な
鏡
を
貼
り
付
け
、
奈
落



四
八

で
演
技
を
す
る
俳
優
た
ち
を
鏡
で
映
し
出
し
て
客
席
に
見
せ
る

も
の
で
、
原
理
は
全
く
異
な
る
も
の
の
「
活
動
写
真
ら
し
さ
」

を
味
わ
え
る
芸
態
で
あ
っ
た
ら
し
い
。「
幻
芸
」
に
つ
い
て
は

「
土
田
：
二
〇
二
一
」（
三
八
～
四
二
ペ
ー
ジ
）
で
触
れ
た
が
、

上
演
作
品
に
見
落
と
し
が
あ
っ
た
の
で
一
覧
表
に
加
え
て
記
載

し
た
（
14
、
17
、
19
、
20
、
22
）。「
幻
芸
」
は
複
数
の
新
聞
記

事
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
目
を
浴
び
た
よ
う
だ
が
、
興
行
は

二
ヶ
月
足
ら
ず
で
活
動
写
真
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。

　

六
月
半
ば
よ
り
旭
館
は
「
横
田
商
会
特
約
」
を
掲
げ
る
。
実

情
は
M
パ
テ
ー
商
会
と
横
田
商
会
と
の
共
同
興
行
と
い
う
形

だ
っ
た
ら
し
い
が（

（
（

、
こ
の
共
同
興
行
は
旭
館
が
紀
念
大
勝
館
と

名
を
変
え
て
か
ら
も
継
続
す
る
。
横
田
商
会
特
約
の
旭
館
で
も

大
勝
館
の
上
映
形
態
と
大
き
く
形
が
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
歌

舞
伎
を
メ
イ
ン
に
据
え
、
新
作
が
出
来
る
と
古
い
方
は
「
番
外
」

と
し
て
格
下
げ
し
、
西
洋
物
な
ど
の
短
編
を
添
え
る
と
い
う
形

を
基
本
と
し
た
よ
う
だ
（
24
、
25
、
27
、
29
）。

　

一
方
、
大
勝
館
で
は
明
治
四
二
年
七
月
、『
不
如
帰
』（
全
十

一
場
三
千
尺
）
を
上
映
す
る
（
28
）。
こ
れ
は
、
M
パ
テ
ー
が

制
作
し
た
最
初
期
の
新
派
物
の
活
動
写
真
で
あ
る
（
図
３
）。

こ
れ
に
わ
ず
か
に
先
駆
け
て
、
M
パ
テ
ー
商
会
特
約
の
文
明
館

（
麻
布
森
本
町
）、
第
二
文
明
館
（
牛
込
）
で
も
「
全
十
一
場
三

図 3　明治四二年の大勝館（左手前）。看板に「不如帰　全十一場」と見える。
（編者不明『東京写真帖』出版年不明より）
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大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

四
九

千
尺
」
と
銘
打
っ
た
『
不
如
帰
』
を
上
映
し
て
お
り
、
同
一
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
『
不
如
帰
』
は
、
M
パ
テ
ー
の
映
画
制
作
者
で
あ
っ
た
岩
藤
思
雪
が

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
の
手
法
を
初
め
て
使
っ
た
作
品
と
言
わ
れ
る（

（
（

。
こ
の
上
映
は
、
柳
川
春
葉
の
『
脚
本　

不
如
帰
』（
明
治
四
二
年
二
月 

春
陽
堂
刊
）
が
刊
行
さ

れ
た
こ
と
で
『
不
如
帰
』
が
大
き
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
た
時
期
と
も
重
な
り
、
大
勝
館
で
は
こ
の
時
期
か
ら
新
派
物
の
作
品
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

紀
念
大
勝
館
の
開
館
と
新
派
物
映
画
―
明
治
四
二
年
八
月
～
明
治
四
三
年
七
月

　

明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
八
月
、
旭
館
は
紀
念
大
勝
館
と
名
を
変
え
（
八
日
開
館
）、「
横
田
・
パ
テ
ー
合
同
写
真
」
と
銘
打
っ
て
宣
伝
を
打
つ
よ
う
に
な

る
。
最
初
の
作
品
は
『
影
法
師
』
だ
っ
た
（
30
）。
都
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
伊
原
青
々
園
に
よ
る
同
名
の
小
説
を
原
作
と
し
、
二
千
五
百
尺
と
も
三
千
尺
と
も

報
じ
ら
れ
た
長
尺
の
新
派
映
画
で
あ
る
。『
読
売
新
聞
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
る
。

　
　

�

子
供
芝
居
で
名
を
得
た
浅
草
公
園
の
旭
館
は
此
程
活
動
写
真
専
業
と
な
り　

紀
念
大
勝
館
と
改
称
し
た　

目
下
の
映
画
は
新
演
劇
「
影
法
師
」
三
千
尺
の

大
物
と
輸
入
滑
稽
画
其
他
数
種
の
多
き
に
及
び　

毎
日
二
回
づ
ゝ
開
場
し
て
居
る　

此
『
影
法
師
』
は
先
月
館
主
自
ら
役
者
を
従
へ
て
箱
根
に
赴
き　

同

山
の
絶
勝
を
応
用
し
て
撮
影
し
来
つ
た
も
の
で　

同
時
に
新
演
劇
「
川
上
行
義
」
旧
劇
「
霊
験
記
」「
伊
賀
越
」
等
の
長
尺
物
を
写
し
取
つ
た
が　

余
り

上
出
来
だ
か
ら
涼
風
の
立
つ
頃
ま
で
収
つ
て
置
く
と
云
つ
て
居
る�

（
読
売1909/08/15

）

こ
こ
で
役
者
た
ち
と
一
緒
に
箱
根
に
赴
い
た
と
い
う
「
館
主
」
と
は
、
お
そ
ら
く
青
江
俊
蔵
で
あ
ろ
う
。『
影
法
師
』
と
一
緒
に
撮
影
し
た
と
し
て
名
が
挙
が
っ

て
い
る
『
霊
験
記
』（
本
名
題
『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』）
は
翌
月
に
紀
念
大
勝
館
で
上
演
さ
れ
、
広
告
に
「
箱
根
撮
影
」
の
宣
伝
文
句
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
32
）。

ま
た
、「
川
上
行
義
」
は
別
名
『
鉄
石
心
』
と
い
う
が
、
こ
ち
ら
は
大
勝
館
で
翌
九
月
か
ら
上
映
さ
れ
て
い
る
。『
鉄
石
心
』
の
広
告
に
も
「
演
者
を
箱
根
山
中

に
派
遣
し
」
て
「
狐
火
中
」
の
格
闘
を
撮
影
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
（
33
）。『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
は
大
勝
館
で
十
月
後
半
の
上
映
で
あ
っ
た
（
34
）。

　

そ
の
後
、
紀
念
大
勝
館
で
は
、
九
月
下
旬
か
ら
教
育
的
軍
事
劇
『
孝
子
の
鑑
』（
35
）、
一
〇
月
か
ら
は
新
派
演
劇
『
子
煩
悩
』（
37
）、
一
〇
月
半
ば
か
ら
新

派
演
劇
『
人
の
親
』（
39
）、
一
〇
月
下
旬
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
旅
順
実
戦
『
肉
弾
』（
40
・
42
）
と
い
う
よ
う
に
、
新
派
や
日
露
戦
争
を
反
映
し
た
軍
事
劇



五
〇

が
続
く
。
再
び
歌
舞
伎
の
上
映
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

翌
四
三
年
二
月
『
三
勝
半
七
酒
屋
の
場
』（
53
）
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
時
は
中
村
歌
扇
一
座
出
演
と
標
し
て
の
上
映
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
三
月
に
は
『
三
十
三
間
堂
』（
55
）、
四
月
『
中
将
姫
』（
57
）、

五
月
『
袖
萩
祭
文
』（
60
）
と
い
う
具
合
に
、
新
派
作
品
と
同
時

上
映
の
形
で
歌
舞
伎
の
上
映
が
復
活
し
た
感
が
あ
る
。

　

他
方
、
大
勝
館
で
も
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
八
月
に
軍
事

演
劇
『
日
本
桜
』（
31
）、
九
月
に
『
鉄
石
心
』（
33
）、
一
〇
月
か

ら
は
『
卍
（
ま
ん
じ
）』（
36
）、
一
〇
月
中
旬
か
ら
は
『
琵
琶
歌
』

（
38
）、
十
一
月
に
は
『
新
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』（
41
）
と
、
や
は
り
新

派
映
画
が
続
く
。
こ
の
う
ち
、
四
二
年
八
月
の
『
日
本
桜
』
は
、

先
述
の
『
不
如
帰
』
を
作
っ
た
岩
藤
思
雪
が
、
役
者
自
身
の
陰
セ

リ
フ
や
鳴
物
入
り
の
上
映
に
反
発
し
、
自
身
の
脚
色
・
監
督
に
よ

り
、
外
国
作
品
を
模
し
て
陰
セ
リ
フ
や
鳴
物
を
入
れ
ず
に
作
っ
た

作
品
だ
と
い
う（

（
（

。
ま
た
、
明
治
四
三
年
一
月
か
ら
『
寺
子
屋
』

（
49
）、
四
月
か
ら
『
本
朝
廿
四
孝
』（
56
）、
五
月
か
ら
『
先
代
萩
』

（
59
）
と
い
う
よ
う
に
、
新
派
作
品
の
同
時
上
映
と
し
て
歌
舞
伎

を
上
映
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
紀
念
大
勝
館
と
同
様
で
あ
る
。
大

ま
か
に
言
え
ば
、
明
治
四
三
年
の
春
ご
ろ
か
ら
、
メ
イ
ン
に
新
派

作
品
、
同
時
上
映
と
し
て
歌
舞
伎
（
旧
劇
）、
そ
こ
に
西
洋
写
真

や
、
か
っ
ぽ
れ
で
有
名
な
梅
坊
主
や
剣
舞
な
ど
の
余
興
を
添
え
る

図 4　�明治四三年、新装開場した大勝館（左手前）。看板に「乳屋の娘」、幟に「神刀流」とある。
大勝館の奥が紀念大勝館。看板に「紀念大」の文字が見える。

（編者不明『Views of Tokyo_ 東京名所写真帖１』尚美堂 1910 より）
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大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

五
一

と
い
う
形
が
定
着
し
た
と
言
え
る
。

　
『
本
朝
廿
四
孝
』
を
上
映
し
た
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
四
月
は
、
大
勝
館
が
新
築
開
場
し
た
月
で
も
あ
る
。
二
ヶ
月
ほ
ど
の
休
館
を
経
て
、
外
観
も
一

新
し
て
新
開
場
し
て
い
る
（
図
４
）。
こ
の
時
に
上
映
さ
れ
た
の
が
、
先
の
『
本
朝
廿
四
孝
』
と
、
新
派
劇
の
『
乳
屋
の
娘
』
で
あ
っ
た
（
56
）。「『
乳
屋
の
娘
』

は
「
三
十
五
日
間
も
連
続
映
写
し
た
ほ
ど
で
日
本
フ
ヰ
ル
ム
中
の
傑
作
」
と
評
さ
れ
た（

（
（

。
そ
の
後
も
五
月
に
は
新
派
劇
『
新
侠
艶
録
』（
59
）、
徳
富
蘆
花
著
『
寄

生
木
』（
61
）、
篠
山
吟
葉
脚
色
『
黄
菊
白
菊
』（
64
）
と
新
派
の
上
映
は
続
い
て
い
く
。

紀
念
大
勝
館
の
閉
館
と
日
活
創
業
―
明
治
四
三
年
七
月
～
大
正
元
年
九
月

　

紀
念
大
勝
館
は
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
夏
で
閉
館
と
な
っ
た
ら
し
い
。
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、『
都
新
聞
』
の
広
告
で
は
、

明
治
四
三
年
七
月
一
四
日
か
ら
公
開
の
新
派
劇
『
許
嫁
』、
旧
劇
『
お
岩
稲
荷
』
ほ
か
が
最
後
で
あ
る
（
68
）。
同
年
一
〇
月
五
日
に
同
地
に
は
世
界
館
が
開
館

し
、
経
営
は
M
パ
テ
ー
商
会
か
ら
横
田
商
会
へ
と
移
っ
た
。

　

こ
の
一
連
の
動
き
の
背
景
に
は
、
M
パ
テ
ー
商
会
の
経
営
破
綻
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
梅
屋
庄
吉
の
無
謀
な
経
営
に
よ
り
、
M
パ
テ
ー
商
会
は

明
治
四
三
年
秋
に
は
小
切
手
の
不
渡
り
を
出
し
、
商
会
の
営
業
権
が
隅
田
川
汽
船
社
長
の
古
川
幸
七
の
手
に
渡
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
そ
し
て
、
そ
の
負
債
整
理
を
目

論
ん
で
同
社
が
株
式
会
社
化
さ
れ
、
さ
ら
に
は
M
パ
テ
ー
、
横
田
商
会
、
吉
沢
商
店
、
福
宝
堂
の
四
社
の
合
同
企
業
化
の
話
が
持
ち
上
が
る
。
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
二
月
に
は
梅
屋
庄
吉
が
M
パ
テ
ー
株
式
会
社
の
買
収
に
応
じ
、
そ
こ
か
ら
残
る
三
社
の
買
収
が
進
ん
で
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
一
〇
月
一
日
、

日
本
活
動
写
真
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
は
日
本
映
画
史
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（1
（

。

　

明
治
四
三
年
か
ら
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
ま
で
の
二
年
余
り
は
M
パ
テ
ー
に
と
っ
て
は
激
動
の
時
期
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
大
勝
館
の
上
映
に
大
き
な
変
化

は
見
ら
れ
な
い
。
明
治
四
三
年
七
月
の
新
派
劇
『
ポ
イ
ソ
ン
』
と
勤
皇
美
談
『
髙
山
彦
九
郎
』（
69
）、
八
月
の
都
新
聞
新
派
劇
『
心
中
く
ら
べ
』
と
や
ま
と
新

聞
連
載
旧
劇
『
相
馬
大
作
』（
70
）
と
い
う
よ
う
に
、
新
派
と
史
劇
、
あ
る
い
は
新
派
と
歌
舞
伎
（
旧
劇
）、
稀
に
旧
劇
と
旧
劇
の
組
み
合
わ
せ
で
上
映
が
続
け

ら
れ
て
い
く
。
た
だ
、
明
治
四
三
年
五
月
の
『
先
代
萩
』（
59
）、
同
年
五
月
下
旬
、
四
五
年
六
月
か
ら
の
『
野
崎
村
』（
61
・
132
）、
あ
る
い
は
明
治
四
四
年
一

月
の
『
累
物
語
』（『
か
さ
ね
』）（
81
）、
同
年
五
月
の
『
乳
屋
の
娘
』（
90
）、
同
年
九
月
や
翌
四
五
年
五
月
の
『
鈴
木
主
水
』（
99
・
129
）
な
ど
、
過
去
に
上
映



五
二

し
た
作
品
と
同
名
の
作
品
の
上
映
が
目
に
つ
く
。
同
名
で
あ
っ
て
も
新
た
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
株
式
会
社
化
や
合
同
企
業
化
に
向
け

た
動
き
に
翻
弄
さ
れ
、
新
し
い
作
品
が
思
う
よ
う
に
撮
影
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
よ
う
。
日
活
創
立
後
の
大
正
元
年
の
状
況
に
つ
い
て
、
田
中
純

一
郎
は
「
旧
横
田
系
の
三
館
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
旧
作
の
再
上
映
で
お
茶
を
に
ご
す
始
末（

（1
（

」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
経
営
状
況
に
鑑
み
る
と
、
M
パ
テ
ー
で
は

日
活
に
統
合
さ
れ
る
以
前
か
ら
旧
作
の
再
上
映
が
増
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い（

（1
（

。
な
お
、
旧
作
と
同
名
作
品
の
上
映
が
散
見
さ
れ
る
一
方
で
、
明
治
四
四
年

か
ら
四
五
年
に
か
け
て
は
、
義
士
銘
々
伝
、
義
士
外
伝
な
ど
忠
臣
蔵
物
の
上
映
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
申
し
添
え
て
お
く
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
M
パ
テ
ー
は
そ
の
名
を
冠
し
た
パ
テ
ー
館
を
浅
草
に
開
業
す
る
（
図
１
の
地
図
の
③
）。
明
治
四
三
年
夏
に
は
あ
っ
た
と
い
う
が（

（1
（

、

『
都
新
聞
』
の
広
告
に
現
れ
る
の
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
一
〇
月
の
『
蛇
の
目
鮨
清
蔵
』・『
明
烏
夢
の
淡
雪
』（
101
）
が
最
初
で
あ
る
。
パ
テ
ー
館
で
は
、

旧
劇
『
稲
妻
権
次
』（
105
）、『
熊
谷
陣
屋
』（
111
）
な
ど
歌
舞
伎
の
上
映
が
多
く
、
新
作
で
あ
っ
て
も
伊
井
蓉
峰
氏
出
演
『
楠
木
正
成
』（
105
）
の
よ
う
な
史
劇
や
、

松
田
竹
嶼
先
生
作
『
加
賀
鳶
』（
104
）、
実
説
『
弁
天
小
僧
』（
109
）
な
ど
歌
舞
伎
ネ
タ
の
作
品
が
目
立
つ
の
が
特
徴
で
あ
る
。
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
一
〇

月
に
は
大
勝
館
、
パ
テ
ー
館
と
も
に
日
活
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
館
に
な
る
わ
け
だ
が
、
パ
テ
ー
館
は
大
正
一
〇
年
八
月
に
日
活
と
の
契
約
を
終
え
て
、
活
動
写

真
資
料
研
究
会
所
属
の
映
画
館
、
大
東
京
と
な
る
（
朝
日1924/8/24

）。
大
勝
館
は
親
会
社
を
変
え
な
が
ら
、
そ
の
名
は
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
九
月

ま
で
存
続
す
る
。

中
村
歌
扇
と
大
勝
館

　

以
上
の
映
画
館
の
動
向
を
踏
ま
え
、
女
役
者
の
中
村
歌
扇
と
大
勝
館
と
の
関
わ
り
に
目
を
移
し
た
い
。
主
た
る
疑
問
は
、
中
村
歌
扇
の
一
座
が
大
勝
館
や
紀

念
大
勝
館
な
ど
M
パ
テ
ー
社
の
活
動
写
真
に
ど
の
く
ら
い
出
演
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
旭
館
開
館
前
の
大
勝
館
で
新
聞
広
告
に
中
村
歌
扇
の
名
が
記
さ
れ
る
の
は
最
初
の
『
曽
我
兄
弟
狩
場
の
曙
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
作
品
の
多
く

に
も
歌
扇
が
出
演
し
て
い
た
と
考
え
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
田
中
純
一
郎
が
、
こ
の
時
期
の
M
パ
テ
ー
社
の
撮
影
を
請
け
負
っ
て
い
た
鶴
淵
幻

燈
店
（
幻
燈
舗
）
の
西
川
源
三
郎
が
撮
影
し
た
も
の
と
し
て
『
壺
阪
霊
験
記
』（
11
）、『
明
烏
夢
淡
雪
』（
12
・
13
）、『
梵
字
の
文
覚
』（
15
）、『
塩
原
多
助
』（
16
）、

同
じ
く
鶴
淵
の
男
沢
粛
が
撮
っ
た
も
の
と
し
て
『
伽
羅
先
代
萩
』（
4
～
6
）、『
絵
本
太
功
記
』（『
太
功
記
十
段
目
』）（
7
・
8
）
と
『
碁
盤
忠
信
吉
野
山
中



大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

五
三

の
場
』（『
碁
盤
忠
信
』）（
9
・
10
）
の
名
を
挙
げ
て
い
る
た
め
で
あ
る（

（1
（

。

　

歌
扇
は
大
勝
館
で
の
活
動
写
真
の
撮
影
・
上
映
と
並
行
し
て
第
二
共
盛
館
で
娘
芝
居
を
演
じ
、
さ
ら
に
四
月
の
旭
館
改
称
以
降
は
、「
新
発
明
実
写
活
動　

幻
芸
『
清
水
清
玄
』」
に
も
「
女
優
中
村
歌
扇
一
座
」
と
し
て
出
演
し
て
い
る
（
14
）。
そ
の
後
の
「
幻
芸
」
の
広
告
に
歌
扇
の
名
は
見
ら
れ
な
い
が
、
当
時
の

新
聞
記
事
に
「
座
付
き
の
娘
美
園
の
一
座
を
し
て
幻
芸
と
い
ふ
名
称
の
下
に
新
興
行
」（
読
売1909/04/14 

）、「
娘
演
芸
歌
扇
一
座
の
一
名
幻
劇
」（
都

1909/05/26
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
清
玄
』
以
降
の
「
幻
芸
」（
17
、
19
、
20
、
22
）
に
も
歌
扇
率
い
る
美
園
一
座
が
出
演
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
四
二
年
六
月
に
旭
館
で
上
映
さ
れ
た
活
動
写
真
（「
幻
芸
」
で
は
な
い
）『
日
高
川
』
に
は
「
女
優
中
村
歌
扇
一
座
」
が
出
演
し
（
22
）、
撮
影
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
（「
土
田
：
二
〇
二
一
」
四
一
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
だ
け
の
数
の
活
動
写
真
を
撮
り
な
が
ら
舞
台
に
も
出
演
し
て
い
た
と
な
れ
ば
、
か
な

り
の
重
労
働
で
あ
る
。
そ
の
後
大
勝
館
で
は
『
朝
顔
日
記
』（
23
）、『
堀
川
猿
回
し
』（
26
）、
横
田
商
会
と
の
合
同
特
約
と
な
っ
た
旭
館
で
は
『
関
取
千
両
幟
』

（
24
）、『
夏
祭
』（
25
）、『
蘭
蝶
』（
27
）
な
ど
、
歌
扇
が
出
演
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
演
目
が
並
ぶ
が
、
資
料
が
乏
し
く
、
断
定
は
難
し
い
。
そ
の
中
で
、

四
二
年
六
月
大
勝
館
の
『
朝
顔
日
記
』（
23
）
に
関
し
て
は
、
安
藤
鶴
夫
が
回
想
を
残
し
て
い
る
「
歌
扇
主
演
の
映
画
『
朝
顔
日
記
』」（
読
売1963/11/15

）

と
一
致
す
る
と
考
え
た
い
。

　

そ
し
て
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
八
月
、
新
派
劇
『
影
法
師
』
に
て
紀
念
大
勝
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
（
30
）。
こ
れ
に
は
歌
扇
が
出
演
し
て
い
た
。「
横

田
、
パ
テ
ー
両
商
会
合
同
に
て
明
日
よ
り
開
館
し　

本
紙
の
青
々
園
作
「
影
法
師
」
を
新
派
の
菊
池
、
岡
本
、
大
山
、
藤
井
等
外
数
名
と
女
優
の
中
村
歌
扇
社

中
総
勢
五
十
名
が
去
月
の
末
箱
根
に
て
映
写
せ
し
二
千
五
百
尺
の
長
物
を
披
露
す
と
」
の
記
事
が
『
都
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
都1909/08/08

）。
さ

ら
に
、
先
に
も
引
用
し
た
「
此
『
影
法
師
』
は
先
月
館
主
自
ら
役
者
を
従
へ
て
箱
根
に
赴
き　

同
山
の
絶
勝
を
応
用
し
て
撮
影
し
来
つ
た
も
の
で　

同
時
に
新

演
劇
「
川
上
行
義
」
旧
劇
「
霊
験
記
」「
伊
賀
越
」
等
の
長
尺
物
を
写
し
取
つ
た
」（
読
売1909/08/15

）
の
記
事
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
あ
と
の
『
箱

根
霊
験
記
』（
32
）、『
鉄
石
心
』（
川
上
行
義
）（
33
）、『
伊
賀
越
』（
34
）
に
も
歌
扇
が
出
演
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

数
か
月
後
に
な
る
が
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
二
月
、
紀
念
大
勝
館
の
「
三
勝
半
七
『
酒
場
の
場
』」
の
新
聞
広
告
に
も
、
娘
義
太
夫
と
と
も
に
「
中

村
歌
扇
一
座
」
の
出
演
が
見
ら
れ
る
（
53
）。
ま
た
、
同
年
四
月
大
勝
館
の
『
乳
屋
の
娘
』（
56
）
に
つ
い
て
は
、『
活
動
俳
優
銘
々
伝
』
の
「
中
村
歌
扇
」
の

項
に
「
日
本
フ
ヰ
ル
ム
中
の
傑
作（

（1
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
歌
扇
が
出
演
し
て
い
た
と
考
え
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
四
一
年
九
月
の
『
曽
我
兄
弟
狩
場
の
曙
』

以
降
、
明
治
四
三
年
の
春
ま
で
は
大
勝
館
と
旭
館
→
紀
念
大
勝
館
に
、
断
続
的
に
中
村
歌
扇
の
出
演
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
作
品
に
も
出
演
し
て



五
四

い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
年
の
七
月
に
は
紀
念
大
勝
館
が
閉
じ
、
大
勝
館
に
も
歌
扇
出
演
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
時
期
が
続
く
。
大
勝
館
で
は
歌
舞
伎
の
上
映
が
充
実
し
て

お
り
、
そ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
か
ら
考
え
る
と
出
演
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
裏
づ
け
が
な
い
。
明
治
四
三
年
一
二
月
大
勝
館
の
広
告
に
「
新

派
『
当
り
的
』
全
七
幕　

常
磐
津
所
作
事
『
三
つ
面　

万
歳
』　

中
村
歌
扇
一
座
出
演
」（
80
）
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
次
な
る
確
か
な
情
報
で
あ
る
。

そ
の
後
再
び
半
年
ほ
ど
歌
扇
の
出
演
情
報
の
な
い
時
期
が
続
く
が
、
明
治
四
四
年
夏
に
な
る
と
、『
都
新
聞
』
紙
上
に
吉
山
旭
光
に
よ
る
活
動
写
真
評
が
掲
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
広
告
以
外
に
も
歌
扇
の
活
動
写
真
出
演
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
明
治
四
四
年
八
月
大
勝
館
の
『
雷
六
郎
』

（
97
）
に
つ
い
て
、

　
　

�

黙
禅
氏
の
原
作
を
脚
色
し
た
も
の
で
、
背
景
も
中
々
よ
い
、
お
柳
に
扮
し
た
歌
扇
も
よ
く
や
つ
て
は
居
た
が
拵
へ
が
あ
ま
り
立
派
す
ぎ
て
、
貧
し
い
漁
夫

の
娘
と
は
受
取
れ
ぬ
、
鉄
砲
が
火
縄
銃
で
な
く
洋
式
銃
で
間
に
合
せ
た
の
は
経
費
其
他
の
事
情
か
ら
で
あ
ら
う
、
落
雷
の
場
は
二
重
焼
き
に
電
光
を
焼
付

け
て
欲
し
か
つ
た�

（
都1911/09/01

）

と
書
か
れ
る
。
ま
た
、
パ
テ
ー
館
の
『
元
和
三
勇
士
』（
初
日
不
明
・
通
し
番
号
な
し
）
に
つ
い
て
は
、

　
　

�

例
の
歌
扇
一
座
が
越
前
三
国
辺
で
撮
つ
た
講
談
物
、
石
切
山
は
雄
大
な
背
景
だ
、
三
勇
士
の
戸
田
新
八
郎
が
少
し
安
つ
ぽ
か
つ
た
の
は
遺
憾
、
一
座
の
花

形
の
ぶ
子
が
宿
屋
の
女
中
に
な
つ
て
飯
櫃
を
抱
へ
て
尻
餅
を
つ
く
と
云
ふ
滑
稽
は
、
此
人
に
し
て
は
意
外
の
出
来�

（
都1911/10/11

）

と
評
さ
れ
た
。
傍
線
部
「
例
の
歌
扇
一
座
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
歌
扇
一
座
は
M
パ
テ
ー
の
映
画
で
は
お
な
じ
み
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
明
治
四
五
年
二
月

に
パ
テ
ー
館
で
『
老
後
の
政
岡
』「
暇
乞
の
場
」（
115
）
が
上
映
さ
れ
た
後
、
二
月
下
旬
か
ら
は
「
松
島
絶
景
応
用　

中
村
歌
扇
仙
台
み
や
げ　

実
傳
『
原
田
甲

斐
』
全
十
五
場
」（
116
）
の
上
映
が
始
ま
る
。
映
画
評
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
「
歌
扇
一
座
が
仙
台
で
興
行
の
土
産
物
、
松
島
の
舟
中
で
甲
斐
が
片
倉
と
胸
中
を

語
り
合
ふ
件
は
松
島
の
実
景
を
応
用
し
た
ゞ
け
に
感
興
が
深
か
つ
た
」（
上
野
大
競
争
館
）（1912/6/3

）
と
評
さ
れ
、
歌
扇
一
座
が
仙
台
巡
業
の
際
に
映
画
の



大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

五
五

撮
影
も
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
五
月
、
大
勝
館
で
上
映
さ
れ
た
新
派
劇
『
湖
畔
の
家
』（
125
）
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な

好
評
を
得
て
い
る
。

　
　

�

本
郷
座
の
当
り
狂
言
、
箱
根
の
湖
水
の
実
景
を
応
用
し
て
撮
つ
た
も
の　

エ
ム
、
パ
テ
ー
派
と
し
て
は
フ
イ
ル
ム
を
惜
し
ま
ぬ
撮
り
方
が
破
天
荒
だ
、
歌

扇
の
お
蝶　

信
子
嬢
の
美
保
子
、
旧
派
出
の
優ひ

と

な
の
に
少
し
も
旧
派
式
を
出
さ
ず
に
や
つ
て
退
け
た
の
は
嬉
し
い
、
此
写
真
は
近
来
の
見
物
だ
（
大
勝
館
）

�

（
都1912/5/13

）

先
の
越
前
や
仙
台
と
違
い
、
箱
根
で
の
撮
影
は
M
パ
テ
ー
社
に
と
っ
て
も
歌
扇
に
と
っ
て
も
定
番
だ
が
、
こ
の
『
湖
畔
の
家
』
は
「
近
来
の
見
物
」
と
い
う
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
同
じ
五
月
の
半
ば
か
ら
は
パ
テ
ー
館
で
「
壮
絶
快
絶
箱
根
絶
景
応
用　

曲
亭
馬
琴
翁　

椿
説
弓
張
月
『
鎮
西
八
郎
為
朝
』　

最
大
長

尺　

全
五
十
場
」（
127
）
の
上
映
が
始
ま
り
、
こ
れ
に
も
歌
扇
が
出
演
し
て
い
る
。「
箱
根
絶
景
応
用
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
箱
根
で
撮
影
し
た
も
の

だ（
（1
（

。
さ
ら
に
、
同
じ
時
期
の
大
勝
館
で
は
「
勤
皇
美
談
『
秋
田
義
民
伝
』
十
一
場
」（
128
）
が
上
映
さ
れ
、
歌
扇
が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
　

�

こ
れ
も
箱
根
山
中
の
絶
景
を
応
用
し
た
の
で
見
耐
え
が
あ
る
が
、
戦
場
は
俳
優
に
活
気
が
な
く
て
不
出
来
、
歌
扇
嬢
の
伝
の
助
女
房
、
定
め
し
偽
狂
乱
の

件
で
は
得
意
の
振
事
を
見
せ
る
か
と
思
ひ
の
外
、
写
実
的
に
極
ア
ツ
サ
リ
や
つ
て
退
け
た
の
は
案
外
だ
、
同
じ
筋
を
撮
つ
た
の
で
も
横
田
の
方
は
奇
、
此

方
は
正
と
云
ふ
や
り
方
と
見
受
け
た
。�

（
都1912/5/20

）

　

ひ
と
月
の
う
ち
に
二
館
で
上
映
さ
れ
る
三
作
を
ま
と
め
て
箱
根
で
撮
影
し
て
い
る
様
子
が
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
中
村
歌
扇
の
姿
が
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
対
象
と
し
た
明
治
四
一
年
九
月
か
ら
大
正
元
年
の
九
月
ま
で
、
実
に
多
く
の
作
品
が
大
勝
館
、
旭
館
→
紀
念
大
勝
館
、
そ
し
て
パ
テ
ー
館
で
上
映
さ



五
六

れ
て
き
た
。
初
日
の
分
か
る
興
行
だ
け
で
も
一
四
八
に
の
ぼ
る
。
そ
の
作
品
や
撮
影
技
術
の
検
証
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
ろ
う
が
、
題
材
が
歌
舞
伎
か
ら
新

演
劇
へ
と
拡
が
っ
て
い
っ
た
様
相
は
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
一
方
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
お
け
る
中
村
歌
扇
の
活
躍
も
非
常
に
断
片
的
な
が
ら
辿
る
こ
と
が
で
き

た
。
実
際
に
広
告
や
映
画
評
に
歌
扇
の
名
前
が
載
る
の
は
一
四
興
行
の
み
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、「
例
の
中
村
歌
扇
」
と
い
う
映
画
評
の
表
現
や
、
ひ
と
月

の
う
ち
に
上
映
さ
れ
る
複
数
作
品
に
出
演
し
て
い
た
り
、
箱
根
で
複
数
作
品
を
ま
と
め
て
撮
影
し
て
い
た
り
し
た
状
況
か
ら
、
比
較
的
多
く
の
作
品
に
出
演
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
確
証
が
得
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、「
日
本
映
画
情
報
シ
ス
テ
ム（

（1
（

」
に
歌
扇
の
名
（
木
下
姓
を
含
む
）
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、「
土
田
：
二
〇
二
一
」（
四
三
ペ
ー
ジ
）
で
は
出
演
の
裏
付
け
が
取
れ
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。

　
　
　

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
八
月
八
日
：
木
下
歌
扇
『
陰
法
師
』（
伊
原
青
々
園
原
作
）
M
パ
テ
ー
、
記
念
大
勝
館

　
　
　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
二
月
十
五
日
：
中
村
歌
扇
一
座
『
酒
屋
の
場
』
M
パ
テ
ー
、
大
勝
館

　
　
　

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
三
日
：
木
下
歌
扇
『
老
後
の
政
岡
』 

M
パ
テ
ー
、
パ
テ
ー
館

　
　
　

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
一
日
：
木
下
歌
扇
『
湖
畔
の
家
』（
小
島
孤
舟
原
作
）
M
パ
テ
ー
、
大
勝
館

　
　
　

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
十
九
日
：
木
下
歌
扇
『
女
金
色
夜
叉
』
M
パ
テ
ー
、
パ
テ
ー
館

こ
の
う
ち
「
女
金
色
夜
叉
」（
133
）
を
除
く
、『
陰
（
影
）
法
師
』（
30
）、『
酒
屋
の
場（

（1
（

』（
136
）、『
老
後
の
政
岡
』（
115
）、『
湖
畔
の
家
』（
125
）
に
は
、
中
村
歌

扇
の
出
演
が
確
認
で
き
た
（
い
ず
れ
も
本
論
で
触
れ
て
い
る
）。

　
「
M
パ
テ
ー
は
歌
扇
歌
舞
伎
の
外
に
、
地
方
回
り
の
小
劇
団
を
使
っ
て
、
新
派
や
旧
劇
を
作
っ
て
い
た
の
で
、
同
系
の
傘
下
に
あ
る
牛
込
文
明
館
、
麻
布
文

明
館
、
上
野
の
第
一
競
争
館
な
ど
に
上
映
し
た（

（2
（

」
と
い
う
説
明
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
映
画
の
被
写
体
に
な
っ
て
い
た
の
は
歌
扇
ば
か
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、

大
勝
館
と
紀
念
大
勝
館
の
歩
み
を
見
る
と
、
そ
の
中
で
歌
扇
が
か
な
り
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕�

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
（
課
題
番
号17

K
02287

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
許
可
を
頂
い



大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

五
七

た
国
立
国
会
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注

（
1
）	

大
勝
館
に
つ
い
て
は
、
今
村
昌
平
ほ
か
編
『
講
座
日
本
映
画
１　

日
本
映
画
の
誕
生
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
）
の
「
映
画
館
の
は
な
し
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）	

加
賀
山
直
三
「
女
役
者
」『
演
劇
百
科
大
事
典
』、
服
部
幸
雄
「
女
役
者
」『
日
本
大
百
科
全
書
』、
小
池
章
太
郎
「
女
役
者
」『
新
版
歌
舞
伎
事
典
』、
児
玉
竜
一
﹁
坂
東

三
津
江
関
係
資
料
を
め
ぐ
っ
て
﹂（
金
子
健
編
﹃
図
録　

三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
展
︱
そ
の
足
跡
と
衣
裳
︱
﹄
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
二
〇
〇
八
）。
女
役
者
に

関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
佐
藤
か
つ
ら
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
」（
一
）（
二
）（
三
）、『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』（
三
号
・
二
〇
一
六
）（
五
号
・
二
〇
一
八
）（
六
号
・
二
〇

一
九
）
が
あ
る
。

（
3
）	

「
ま
た
消
え
る
浅
草
の
灯
―
大
勝
館
、
来
月
店
じ
ま
い
」『
読
売
新
聞
』（
都
民
版
）
一
九
七
一
年
八
月
二
九
日
。

（
4
）	

「
幻
芸
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
横
田
洋
「
連
鎖
劇
の
研
究
―
明
治
・
大
正
期
の
映
画
と
演
劇
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」（
大
阪
大
学
博
士
論
文
）（
二
〇
一
〇
）
お
よ
び

拙
稿
「
女
役
者
、
中
村
歌
扇
―
浅
草
娘
芝
居
時
代
を
中
心
に
―
」『
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
紀
要
』（
六
八
集
・
二
〇
二
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）	

『
紅
葉
狩
』
は
長
唄
だ
け
で
は
な
く
、
義
太
夫
節
と
常
磐
津
節
を
も
用
い
た
三
方
掛
合
の
音
楽
が
特
徴
だ
が
、
富
士
館
で
の
映
写
で
は
長
唄
の
み
だ
っ
た
か
。

（
6
）	

田
中
純
一
郎
『
日
本
映
画
発
達
史
Ⅰ
（
活
動
写
真
時
代
）』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
五
五
ペ
ー
ジ
。

（
7
）	

同
右
、
一
六
一
ペ
ー
ジ
。
田
中
は
『
新
不
如
帰
』
と
表
記
す
る
が
、「
四
二
年
六
月
二
五
日
牛
込
文
明
館
公
開
」
と
い
う
記
述
な
ど
か
ら
考
え
て
同
一
作
品
と
判
断
し
た
。

（
8
）	

田
中
、
前
掲
書
、
一
六
〇
～
一
六
一
ペ
ー
ジ
。

（
9
）	

岡
村
紫
峰
『
活
動
俳
優
銘
々
伝 

一
の
巻
』、
活
動
写
真
雑
誌
社
、
一
九
一
六
年
、
一
八
一
ペ
ー
ジ
。

（
10
）	

田
中
、
前
掲
書
、
一
七
九
～
一
七
九
ペ
ー
ジ
。

（
11
）	

田
中
、
前
掲
書
、
お
よ
び
田
中
純
一
郎
著
・
本
地
陽
彦
監
修
『
秘
録
・
日
本
の
活
動
写
真
』（
ワ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
四
）、
日
活
株
式
会
社
編
「
日
活
創
立
と
そ
の
前
後
」

『
日
活
四
十
年
史
』（
日
活
、
一
九
五
二
）
な
ど
を
参
照
。

（
12
）	

田
中
・
本
地
、
前
掲
書
、
一
四
四
ペ
ー
ジ
。

（
13
）	

も
っ
と
も
M
パ
テ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
同
社
の
他
の
映
画
館
も
併
せ
て
検
証
し
な
い
と
、
再
上
映
の
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
14
）	

国
際
映
画
通
信
社
編
、『
日
本
映
画
事
業
総
覧 

昭
和
２
年
版
』、
国
際
映
画
通
信
社
、
一
九
二
七
、
一
九
四
ペ
ー
ジ
。

（
15
）	

田
中
、
前
掲
書
、
一
五
五
～
一
六
〇
ペ
ー
ジ
。



五
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（
16
）	

岡
村
、
前
掲
書
、
一
八
一
ペ
ー
ジ
。

（
17
）	

『
都
新
聞
』「
活
動
写
真
」（1912/5/20

）
に
は
、
箱
根
だ
け
で
な
く
小
田
原
で
も
撮
影
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

（
18
）	
文
化
庁
「
日
本
映
画
情
報
シ
ス
テ
ム
」https://w

w
w

.japanese-cinem
a-db.jp/

（
二
〇
二
一
年
九
月
三
十
日
閲
覧
）

（
19
）	
こ
の
『
酒
屋
の
場
』
の
み
が
、『
日
本
映
画
情
報
シ
ス
テ
ム
』
と
『
都
新
聞
』
に
よ
る
調
査
と
の
間
に
、
上
映
時
期
の
齟
齬
が
あ
る
。

（
20
）	

田
中
・
本
地
、
前
掲
書
、
一
一
五
ペ
ー
ジ
。

和
暦
（
初
日
）

劇
場

演
目
1

演
目
2

そ
の
他
余
興
な
ど

典
拠

1

明
治
41
年
9
月
30
日

大
勝
館

歌
舞
伎
十
八
番
『
曽
我
兄
弟
狩
家
の
曙
』　

場
面
三

段
返
し　

女
俳
優
娘
美
園
中
村
歌
扇　

他
数
名
出
演　

本
月
廿
日
撮
影　

囃
子
鳴
物
入
御
覧
に
供
す

其
他
新
着
写
真
数
種
、
余
興

ビ
ユ
チ
ー
ダ
ン
ス
及
び
ブ
ラ

ツ
ク
ア
ー
ト
花
輪
の
蝶

都1908/10/02

2

明
治
41
年
10
月
下
旬

大
勝
館

米
国
艦
隊
横
浜
上
陸
の
光
景　

同
市
民
歓
迎
の
実
況
『
曽
我
兄
弟
夜
討
』
三
段
返
し

其
他
ビ
ク
ト
リ
ー
ダ
ン
ス

都1908/10/22

3

明
治
41
年
10
月
下
旬

大
勝
館

米
国
艦
隊
彼
我
艦
隊
接
近
祝
砲
交
換
ス　

提
督
伊
集

院
司
令
官
三
笠
艦
上
握
手
の
実
況　

日
比
谷
歓
迎
会

仏
国
オ
ル
レ
ヲ
ン
大
鉄
工
場
大
火
災
の
実
況

『
曽
我
兄
弟
夜
討
』
三
段
返
し

其
他
ビ
ク
ト
リ
ー
ダ
ン
ス

都1909/10/29

4

明
治
41
年
11
月
1
日

大
勝
館

『
伽
羅
先
代
萩
』
御
殿
よ
り
床
下
ま
で　

二
幕　
　

竹
本
常
盤
津
長
唄
連
中　

鳴
物
入
に
て
御
ら
ん
入
候

仏
国
オ
ル
レ
ヲ
ン
大
鉄
工
場
大
火
災
の
実
況

其
他
滑
稽
悲
劇
魔
術
十
数
種　

余
興
ビ
ユ
チ
ー
ダ
ン
ス
数
番

都1909/11/06

5

明
治
41
年
11
月
11
日

大
勝
館

大
滑
稽
『
軽
業
好
の
紳
士
』　
『
宝
石
泥
棒
』（
仏
国

近
時
の
出
来
事
）　
『
抱
腹
絶
倒
乳
母
の
失
敗
』（
其

他
数
種
）

番
外
『
伽
羅
先
代
萩
』
御
殿
よ
り
床
下
ま
で
二
幕　

常
盤
津
義
太
夫
長
唄
入　

仏
国
鉄
工
場
大
火
災
の
実
況

余
興
ビ
ユ
チ
ー
ダ
ン
ス
数
番

都1908/11/18

6

明
治
41
年
11
月
23
日

大
勝
館

大
悲
劇
ネ
ー
プ
ル
鉱
山
大
破
裂　

其
の
他
数
種

番
外
『
伽
羅
先
代
萩
』
二
幕　

義
太
夫
長
唄
常
磐
津

鳴
物
入

仏
国
鉄
工
場
大
火
災
の
実
況　

余
興
ビ
ユ
チ
ー
ダ
ン
ス
数
番

都1908/11/27

7

明
治
41
年
12
月
2
日

大
勝
館

『
絵
本
太
功
記
』
尼
ケ
崎
段　

竹
本
、
囃
子
、
声
色
、

鳴
物
入

正
劇
『
賭
博
の
戒
』　

大
滑
稽
『
自
動
車
狂
人
』　

其

他
十
数
種

余
興　

花
輪
の
蝶

都1908/12/13

表
：
大
勝
館
・
紀
念
大
勝
館
（
旭
館
）
上
映
作
品
一
覧
（
稿
）

　

※　

日
本
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
活
動
写
真
の
作
品
名
に
は
原
則
と
し
て
『 

』
を
付
け
、
太
字
で
示
し
た
。

　

※　

中
村
歌
扇
の
名
が
見
ら
れ
る
箇
所
に
傍
線
を
引
い
た
。

　

※　

典
拠
と
し
た
新
聞
広
告
の
日
付
も
記
し
た
が
、
同
一
作
品
上
映
中
は
同
様
の
宣
伝
が
数
日
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
る
。



大
勝
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活
動
写
真
と
中
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歌
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五
九

8

明
治
41
年
12
月
18
日

大
勝
館

人
情
劇
『
貧
と
正
直
』　

滑
稽
『
嬰
児
の
品
評
会
』　

外
十
数
種

番
外
『
絵
本
太
功
記
』
尼
ケ
崎
場　

竹
本
声
色
囃
子

鳴
物
入

余
興　

花
輪
の
蝶

都1908/12/18
9

明
治
42
年
1
月
1
日

大
勝
館

『
碁
盤
忠
信
』
吉
野
山
雪
中
の
格
闘

人
情
劇
美
し
き
農
夫
の
娘  

大
滑
稽
二
人
小
僧
の
新

悪
戯

大
余
興
驚
天
動
地
ビ
オ
ラ
マ

『
雪
月
花
』
の
変
化

都1909/01/07

10

明
治
42
年
1
月
中
旬

大
勝
館

人
情
劇
『
孝
女
の
真
ご
ゝ
ろ
』
全
七
幕

『
碁
盤
忠
信
』
吉
の
山
雪
中
格
闘

余
興　

宮
島
実
景
ビ
オ
ラ
マ

『
雪
月
花
』
三
段
返
し　

其

他　

女
夫
泥
棒　

慎
む
べ
き

酒
の
罪　

滑
稽
兵
士
の
運
動　

外
十
数
番

都1909/01/14

11

明
治
42
年
1
月
27
日

大
勝
館

『
壺
阪
霊
験
記
』
澤
市
宅
よ
り
谷
底
ま
で

梅
坊
主
か
つ
ぽ
れ
踊

余
興
ビ
オ
ラ
マ
『
雪
月
花
』

三
段
返
し　

其
他
西
洋
新
着

写
真
数
種

都1909/02/03

12

明
治
42
年
2
月
24
日

大
勝
館

『
明
烏
夢
淡
雪
』（
上
下
）
弐
幕

悲
劇
『
狂
女
の
血
涙
』
最
長
尺　

正
劇
『
心
の
鬼
』
全
九
場　

其
他
十
数
種

該
当
な
し

都1909/02/24

13

明
治
42
年
3
月
15
日

大
勝
館

『
佐
倉
宗
五
郎
』
子
別
れ
よ
り
渡
場
迄　

弐
幕

ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
国
捕
鯨
の
実
況
（
壮
観
）　

喜
劇
『
ば

け
物
棚
』、
其
他
新
着
写
真
壱
〇
数
種　

番
外
好
み

『
明
烏
夢
淡
雪
』
新
内
節
義
太
夫
入

余
興
ビ
オ
ラ
マ　

電
気
所
作
事
『
三
ツ
面
』

都1909/03/14

14

明
治
42
年
4
月
1
日

旭
館

新
発
明
実
写
活
動　

幻
芸
『
清
水
清
玄
』
三
場　

女

優
中
村
歌
扇
一
座
出
演

『
女
天
下
』
四
場　
『
橋
弁
慶
』
一
場　

該
当
な
し

都1909/04/03

15

明
治
42
年
4
月
1
日

大
勝
館

『
梵
字
の
文
覚
』
袈
裟
御
前
殺
よ
り
荒
行
の
場
迄　

全
三
場 

義
太
夫
声
色
鳴
物
入 

芝
居
式
御
覧
に
供
す

滑
稽
南
瓜
の
競
争
○
悲
劇
忠
犬
美
譚
○
花
い
ば
ら　

其
他
数
種　

番
外
『
佐
倉
宗
五
郎
』　

余
興
ビ
オ
ラ
マ

都1909/04/03

16

明
治
42
年
4
月
12
日

大
勝
館

『
塩
原
多
助
名
馬
譚
』
全
四
幕
（
天
然
色
入
）　

人
情
劇
『
母
の
慈
愛
』・
伊
国
ナ
イ
ス
の
景

正
劇
『
破
れ
衣
』　

其
他
十
数
種

余
興
ビ
オ
ラ
マ
富
士
山
の
遠

望　

田
子
の
浦
実
景

都1909/04/23

17

明
治
42
年
4
月
22
日

旭
館

新
発
明
実
写
活
動
応
用
演
芸　

紅
葉
全
集
一
節
『
夏

小
袖
』
全
三
場

『
皿
屋
敷
』
壹
場　
『
戻
り
橋
』
壹
場　

余
興
最
近
輸
入
活
動
写
真
数

種

都1909/04/23

18

明
治
42
年
5
月
1
日

大
勝
館

『
佐
野
治
郎
左
衛
門
』
八
ッ
橋
部
屋
よ
り
百
人
斬
ま

で 

滑
稽
一
輪
車
の
疾
走 

悲
劇
捨
子 

悲
劇
新
夜
の
鶴 

其

他
十
数
種　

番
外
好
み
『
塩
原
多
助
名
馬
譚
』
四
場　

余
興
ビ
オ
ラ
マ
田
子
の
浦
実

景

都1909/05/09

19

明
治
42
年
5
月
8
日

旭
館

実
写
活
動
幻
劇　

喜
劇
『
江
戸
っ
子
気
性
』
三
場　

大
江
民
五
郎
宅
よ
り
大
川
肥
前
守
御
殿
内
ま
で

『
皿
屋
敷
』
お
菊
の
亡
霊　

壱
場　

『
戻
ば
し
』
三
場　

西
洋
活
動
写
真
全
部
取
替　

正
劇
悲
劇
滑
稽
の
新
着
画
数

種

都1909/05/09

| 



六
〇

20

明
治
42
年
5
月
11
日

旭
館

日
本
劇
活
動
大
写
真　
『
御
所
桜
弁
慶
上
使
』（
一
幕
）

是
は
活
動
写
真
よ
り
実
写
活
動
引
ぬ
き
早
替
り
の
奇

術
新
案

新
式
発
明
実
写
活
動
幻
劇　
『
浅
間
嶽
時
鳥
殺
し
』

（
四
幕
）　

同
じ
く
亡
霊　

亡
霊
は
本
館
特
色　

最
大

無
類
の
尤
物
な
り　

西
洋
嶄
新
画
活
動
大
写
真　

正
劇
悲
劇
滑
稽
人
情
劇
数
種

都1909/05/12
21

明
治
42
年
5
月
16
日

大
勝
館

『
鈴
木
主
水
』　

全
七
幕　

映
写
時
間
一
時
三
十
分
間　

新
内
義
太
夫
出
語
り
声
色
入

該
当
な
し

最
近
輸
入
活
動
写
真
悲
劇
喜

劇
十
数
種　

余
興
ビ
オ
ラ
マ

田
子
の
浦
実
景

都1909/05/17

22

明
治
42
年
6
月
1
日

旭
館

活
動
写
真
『
日
高
川
入
相
桜
』
二
場　

女
優
中
村
歌

扇
一
座
出
演　

義
太
夫
出
語
声
色
囃
子
入　

真
名
古

内
よ
り
渡
場
人
形
ぶ
り

旭
館
新
式
実
写
活
動　
『
か
さ
ね
身
う
り
殺
し
場
』

二
場　

同
優
出
演　

電
気
作
用
旭
館
特
有
の
亡
霊　

土
橋
の
亡
霊

該
当
な
し

都1909/06/01

23

明
治
42
年
6
月
15
日

大
勝
館

『
朝
顔
日
記
』（
宿
屋
よ
り
大
井
川
ま
で
全
二
幕
）　

義
太
夫
鳴
物
声
色
入

悲
劇
兄
と
妹
、
非
常
線
、
シ
シ
リ
ー
、
硫
黄
山
の
実

況
、
二
人
泥
棒
、
夏
の
虫
、
婚
礼
の
進
物　

其
他
数

種

番
外
『
野
崎
村
』 

余
興
ビ
オ

ラ
マ
田
子
の
浦
実
景

都1909/07/01

24

明
治
42
年
6
月
16
日

旭
館

『
関
取
千
両
幟
』
優
美
鮮
明
長
尺
写
真　

御
高
評
番
外
好
み
『
日
高
川
』
渡
場
人
形
振

西
洋
新
画　

又
々
出
ま
し
た

悪
戯
小
僧　

慈
悲
と
情　

骸

骨
の
曲
芸　

其
他
正
悲
劇
数

種

都1909/06/17

25

明
治
42
年
7
月
1
日

旭
館

日
本
劇
大
写
真
『
夏
祭
り
浪
花
鑑
』　

団
七
九
郎
兵

衛
泥
試
合
の
場　

声
色
鳴
物
入
り

仏
国
最
近
輸
入
特
色
写
真
画　
『
職
工
亀
鑑
』『
雪
中

梅
』 

喜
劇
『
愛
の
花
束
』 

御
伽
劇
『
神
の
恵
』 

其
他
正
悲
劇
滑
稽
画
数
種

都1909/07/04

26

明
治
42
年
7
月
4
日

大
勝
館

『
お
俊
伝
兵
衛　

堀
川
猿
回
し
の
場
』　

義
太
夫
声
色

囃
子
入

人
情
劇
思
わ
ぬ
人
、
悲
劇
難
破
船
、
巴
里
の
屑
屋
、

馬
鹿
大
将
の
失
恋
、
最
近
露
国
風
俗
、
其
他
数
種　

番
外
好
み
『
朝
顔
日
記
』
引
続
御
覧
に
入
候　

余
興
ビ
オ
ラ
マ
田
子
の
浦
の

実
景

都1909/07/14

27

明
治
42
年
7
月
11
日

旭
館

活
動
写
真
『
此
糸
蘭
蝶
』　

新
内
節
鶴
賀
柳
太
夫
出

語
の
美
声　

鳴
物
声
色
入
種

活
動
写
真
御
好
み
番
外
『
夏
祭
り
浪
花
鑑
』　

団

七
九
郎
兵
衛
泥
試
合
の
場

余
興
『
御
伽
劇
桃
太
郎
一
代

記
』
七
場　

仏
国
最
近
輸
入

特
色
画
救
ひ
の
神
、
玉
手

箱
、
遊
覧
船　

其
他
名
画
数

種
番
外
数

都1909/07/14

28

明
治
42
年
7
月
19
日

大
勝
館

『
不
如
帰
』
全
十
一
場
三
千
尺　

『
お
俊
伝
兵
衛　

堀
川
猿
回
し
の
場
』　

義
太
夫
声
色

鳴
り
物
入　

西
洋
新
着
写
真
数
種

都1909/07/14

29

明
治
42
年
7
月
21
日

旭
館

活
動
写
真
『
此
糸
蘭
蝶
』　

新
内
節
鶴
賀
柳
太
夫
出

語
の
美
声　

鳴
物
声
色
入

仏
国
新
画
輸
入
若
夫
婦　

妻
の
罪　

武
士
の
情
け　

悲
劇
無
実
の
罪　

其
他
名
画
数
種

番
外
『
夏
祭
浪
花
鑑
』　

外

数
種

都1909/07/22
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30

明
治
42
年
8
月
8
日

紀
念

大
勝
館

新
派
劇
活
動
写
真
『
影
法
師
』　

全
篇
通
し　

最
長

尺
二
千
五
百
尺　

熊
本
寺
田
村
辻
堂
の
場
・
寺
田
村

船
越
内
殺
の
場
・
木
の
葉
陣
営
別
れ
の
場
・
北
海
道

月
形
村
外
役
先
の
場
・
北
海
道
月
形
村
小
栗
家
の

場
・
歓
迎
祝
日
園
遊
会
の
場

該
当
な
し

西
洋
最
近
特
色
画
数
種

都1909/08/07
31

明
治
42
年
8
月
15
日

大
勝
館

軍
事
演
劇
『
日
本
桜
』
全
九
場

お
静
礼
三
『
小
磯
ヶ
原
』　

義
太
夫
、
声
色
鳴
物
入

舶
来
写
真
本
月
五
日
新
着　

選
抜
写
真
の
み
御
覧
に
入
れ

候

都1909/08/16

32

明
治
42
年
9
月
1
日

紀
念

大
勝
館

箱
根
撮
影
『
箱
根
霊
験
記
』
全
三
幕　

義
太
夫
声
色

鳴
物
入　

新
派
『
鐘
の
響
』
全
三
幕　

声
色
鳴
物
入　

他
西
洋
新
写
真
数
種

都1909/08/31

33

明
治
42
年
9
月
1
日

大
勝
館

演
劇
新
派
『
鉄
石
心
』
全
十
幕　

演
者
を
箱
根
山
中

に
派
遣
し
狐
火
中
格
闘
の
場
は
確
に
一
見
の
価
値
あ

り　
　
　

該
当
な
し

西
洋
新
着
写
真
数
種

都1909/09/02

34

明
治
42
年
9
月
16
日

大
勝
館

『
伊
賀
越
え
道
中
双
六
』
五
場　

沼
津
平
作
内
よ
り

敵
討
ま
で　

義
太
夫
鳴
物
声
色
入

番
外
好
み
『
川
上
行
義　

鉄
石
心
』　

大
好
評
引
続

御
覧
に
入
候

最
近
輸
入
写
真
数
種

都1909/09/18

35

明
治
42
年
9
月
下
旬

紀
念

大
勝
館

教
育
的
軍
事
劇
『
孝
子
の
鑑
』　

全
十
二
幕　

声
色

鳴
物
入

大
高
評
御
好
み
『
鐘
の
響
』
五
場　

声
色
鳴
物
入　

同
『
箱
根
霊
験
記
』
五
場　

義
太
夫
鳴
物
入

其
他
西
洋
新
写
真
特
色
画
数

種

都1909/09/18

36

明
治
42
年
10
月
1
日

大
勝
館

有
楽
座
當
狂
言　

伊
井
一
派
出
演　
『
卍
（
ま
ん

じ
）』　

全
九
場

該
当
な
し

其
他
正
用
新
着
写
真
数
種

都1909/09/29

37

明
治
42
年
10
月
初
旬

紀
念

大
勝
館

新
派
演
劇
『
子
煩
悩
』　

全
篇
通
し
十
六
場　

声
色

鳴
り
物
入

教
育
美
談
『
孝
子
の
鑑
』
十
二
場　

大
高
評
御
好
み

引
続
き
御
覧
入
候

其
他
正
用
新
着
写
真
数
種

都1909/10/02

38

明
治
42
年
10
月
15
日

大
勝
館

新
派
演
劇
『
琵
琶
歌
』
全
拾
一
場

西
洋
演
劇
『
人
の
妻
』　

全
三
場

其
の
他
正
、
悲
、
喜
、
劇
数

種

都1909/10/15

39

明
治
42
年
10
月
15
日

紀
念

大
勝
館

新
派
演
劇
『
人
の
親
』
全
六
場　

声
色
鳴
物
入

大
喝
采
中
の
『
子
煩
悩
』　

十
六
場　

声
色
鳴
物
入　

御
懇
望
に
随
引
続
御
覧
に
入

其
他
西
洋
新
写
真
数
種

都1909/10/15

40

明
治
42
年
10
月
21
日

紀
念

大
勝
館

旅
順
実
戦
『
肉
弾
』
八
場

大
喝
采
中
の
『
子
煩
悩
』　

十
六
場　

声
色
鳴
物
入　

御
懇
望
に
随
引
続
御
覧
に
入

其
他
西
洋
新
写
真
数
種

都1909/10/28

41

明
治
42
年
11
月
1
日

大
勝
館

大
学
館
発
行
篠
原
荷
葉
氏
作　

大
勝
館
編
集
脚
色

『
新
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
全
十
四
場

西
洋
大
悲
劇
『
猟
師
の
娘
』　

大
滑
稽
『
浮
れ
の
音

楽
』　

其
他
正
悲
喜
劇
数
種

都1909/11/02



六
二

42

明
治
42
年
11
月
上
旬

紀
念

大
勝
館

旅
順
実
戦
『
肉
弾
』
十
一
月
六
日
限
り　

八
場　

声
色
鳴
物
入
り

『
雪
子
夫
人
』
十
一
月
七
日
よ
り　

六
場　

声
色
鳴
物
入
り

該
当
な
し

都1909/11/02
43

明
治
42
年
11
月
7
日

紀
念

大
勝
館

『
雪
子
夫
人
』　

室
戸
子
爵
邸
歓
迎
会
、
糟
谷
博
士
書

斎
、
相
州
葉
山
海
岸
、
青
山
墓
地
、
糟
谷
離
室
、
箱

根
芦
ノ
湖
畔

該
当
な
し

該
当
な
し

都1909/11/14

44

明
治
42
年
11
月
15
日

大
勝
館

大
阪
毎
日
新
聞
所
載　

菊
池
幽
芳
氏
作　

志
村
松
之

助
一
座
出
演　

新
派
演
劇
『
月
魄
』
全
十
幕

該
当
な
し

其
他
西
洋
新
着
写
真
全
部
新

画
数
種

都1909/11/14

45

明
治
42
年
11
月
20
日

紀
念

大
勝
館

『
女
の
望
』
七
場
（
声
色
鳴
物
入
）

番
外
『
雪
子
夫
人
』
六
場

西
洋
写
真　

珍
画
差
替

都1909/11/19

46

明
治
42
年
12
月
2
日

紀
念

大
勝
館

館
内
大
改
良　

修
繕
中
休
業

但
開
館
の
上
は
大
進
歩
大
発
展
の
活
動
写
真
を
御
覧

に
供
し
升

該
当
な
し

該
当
な
し

都1909/12/03

47

明
治
42
年
12
月
5
日

大
勝
館

大
勝
館
編
集
部
脚
色　

新
派
演
劇
大
悲
劇
『
涙
』
全

十
一
編

該
当
な
し

西
洋
新
着
写
真
数
種

都1909/12/05

48

明
治
42
年
12
月
17
日

紀
念

大
勝
館

新
派
劇
『
目
黒
巷
談
』
全
九
場

娘
剣
舞　

詩
吟
（
捨
子
・
本
能
寺
）　

西
洋
新
写
真　

正
、
喜
、
悲

劇
数
種

都1909/12/15

49

明
治
43
年
1
月
1
日

紀
念

大
勝
館

新
派
劇
『
後
の
己
が
罪
』
全
十
三
幕
廿
四
場

梅
八
一
座
『
滑
稽
勧
進
帳
』
安
宅
新
関

西
洋
新
写
真
優
秀
画
十
数
種

都1909/12/30

50

明
治
43
年
1
月
1
日

大
勝
館

新
派
演
劇
『
武
士
的
教
育
』
全
十
場

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』（
寺
子
屋
の
場
）

西
洋
新
着
写
真
数
種

都1909/12/30

51

明
治
43
年
1
月
21
日

紀
念

大
勝
館

新
派
劇
『
乳
姉
妹
』
新
撮
影　

全
十
五
幕
廿
二
場

梅
坊
主
大
一
座
『
滑
稽
勧
進
帳
』　

達
て
御
需
に
よ

り
引
続
御
覧
に
入
升

西
洋
新
写
真
優
秀
画
十
数
種

都1910/01/29

52

明
治
43
年
2
月
1
日

紀
念

大
勝
館

新
派
劇
『
乳
姉
妹
』
新
撮
影　

全
十
五
幕
廿
二
場

梅
八
一
座
大
得
意　

喜
劇
『
人
肌
地
蔵
』

梅
松
ア
ホ
ダ
ラ
経
浪
花
節
入

西
洋
新
写
真
優
秀
画
十
数
種

都1910/02/26

53

明
治
43
年
2
月
15
日

紀
念

大
勝
館

新
派
大
悲
劇
『
女
心
』
全
八
幕
三
十
場　

中
村
歌
扇
一
座
出
演　
『
三
勝
半
七　

酒
場
の
場
』　

娘
義
太
夫
竹
本
年
春
出
語

梅
坊
主
十
八
番　

喜
劇
『
人

肌
地
蔵
』
ア
ホ
ダ
ラ
経
浪
花

節
入　

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1910/03/14

54

明
治
43
年
3
月
3
日

紀
念

大
勝
館

新
派
『
想
夫
憐
』
全
七
幕
十
一
場

日
本
大
偉
人
御
伽
劇
『
ハ
ル
ピ
ン
の
夢
』

四
幕
五
場

梅
八
一
座
十
八
番
大
滑
稽
雀

踊　

大
津
絵　

西
洋
新
写
真

数
種

都1910/03/03



大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

六
三

55

明
治
43
年
3
月
15
日

紀
念

大
勝
館

大
悲
劇
『
新
鐘
の
響
』
五
幕
七
場

『
三
十
三
間
堂
由
来
』　

娘
義
太
夫
出
語
連
弾　

声
色

鳴
物
入

余
興
梅
坊
主
一
座　

其
他
西

洋
新
写
真

都1910/03/15
56

明
治
43
年
4
月
1
日

大
勝
館

都
新
聞
所
載
『
乳
屋
の
娘
』
つ
ゞ
き
十
四
場　

旧
劇
『
本
朝
廿
四
孝
』
十
種
香
よ
り
狐
火
迄

神
刀
流
剣
舞　

外
西
洋
写
真

数
種

都1910/04/03

57

明
治
43
年
4
月
7
日

紀
念

大
勝
館

大
悲
劇
『
吉
丁
子
』
東
京
朝
日
新
聞
掲
載　

十
一
幕

廿
五
場

『
中
将
姫
雪
責
の
場
』　

娘
義
太
夫
年
春
松
好
出
語

該
当
な
し

都1910/04/09

58

明
治
43
年
4
月
下
旬

紀
念

大
勝
館

新
派
悲
劇
『
恋
無
常
』
全
十
一
場

御
好
み
番
外
『
中
将
姫
雪
責
の
段
』

梅
坊
主
は
実
物
忠
臣
蔵
六
段

目

都1910/04/23

59

明
治
43
年
5
月
1
日

大
勝
館

新
派
劇
『
新
侠
艶
録
』
六
幕

『
先
代
萩
』
御
殿
よ
り
床
下
ま
で 

義
太
夫
入

剣
舞
術
残
月
、
孤
軍
、
吟
声

入西
洋
写
真
滑
稽
水
掛
論
、
ア

ル
プ
ス
山
砲
兵
演
習
、
迷
信

家
の
失
敗
、
正
義
の
少
年

都1910/04/30

60

明
治
43
年
5
月
初
旬

紀
念

大
勝
館

新
派
悲
劇
『
恋
慕
な
が
し
』
全
十
七
場

旧
劇
『
安
達
原
三
段
目 

袖
萩
祭
文
の
場
』

余
興
実
物
梅
坊
主
一
座
出
演

都1910/05/07

61

明
治
43
年
5
月
21
日

大
勝
館

本
郷
座
當
狂
言　

徳
富
蘆
花
氏
著
『
寄
生
木
』　

全

十
四
幕

お
染
久
松
『
野
崎
村
』
義
太
夫
入

剣
舞
有
雨
水
陸
吟
声
入 

其

他
西
洋
写
真
数
種

都1910/05/20

62

明
治
43
年
5
月
下
旬

紀
念

大
勝
館

新
派
『
悲
劇
前
科
者
』
全
十
一
場
通
し

旧
劇
『
日
吉
丸
稚
桜　

三
段
目　

五
郎
助
内
の
場
』

其
他
西
洋
写
真　

梅
坊
主
は

例
の
通
り

都1910/05/21

63

明
治
43
年
5
月
下
旬

紀
念

大
勝
館

新
派
『
悲
劇
浮
世
の
娘
』

旧
劇
『
日
吉
丸
稚
桜　

三
段
目　

五
郎
助
内
の
場
』

其
他
西
洋
写
真　

梅
坊
主
は

例
の
通
り

都1910/05/24

64

明
治
43
年
6
月
7
日

大
勝
館

報
知
新
聞
所
載　

篠
山
吟
葉
氏
脚
色　
『
黄
菊
白
菊
』

八
幕

旧
劇
『
白
石
噺　

揚
屋
』
義
太
夫
入

西
洋
写
真　

雲
間
の
月　

其

他
新
着
物
十
数
種　

剣
舞　

本
能
寺　

木
崎
先
生
出
演　

吟
声
丸
谷
君

都1910/06/09

65

明
治
43
年
6
月
10
日

紀
念

大
勝
館

悲
劇
『
狂
美
人
』
全
二
十
四
場

旧
劇
三
十
三
所
『
壺
阪
霊
験
記
』
澤
市
内
よ
り
谷
間

迄  

娘
義
太
夫
竹
本
年
春
松
枝
出
演

其
他
西
洋
写
真
全
部
差
替　

余
興
梅
坊
主
一
座
出
演

都1910/06/10

66

明
治
43
年
6
月
22
日

大
勝
館

新
派
劇
『
後
の
琵
琶
歌
』
全
八
幕

史
劇
『
白
虎
隊
』
全
十
一
場

剣
舞
『
川
中
島
』
吟
声
入 

西
洋
新
写
真
数
種

都1910/06/23



六
四

67

明
治
43
年
6
月
26
日

紀
念

大
勝
館

悲
劇
『
黄
薔
薇
』
全
拾
五
場

旧
劇
『
菅
原
天
神
記
』
車
曳
の
場
（
娘
義
太
夫　

竹

本
年
春
、
松
好
出
語
り
）

実
物
梅
坊
主
一
座
出
演　

其

他
西
洋
写
真

都1910/06/28
68

明
治
43
年
7
月
14
日

紀
念

大
勝
館

新
派
劇
『
許
嫁
』
全
十
三
場

旧
劇
『
お
岩
稲
荷
』
伊
右
衛
門
宅
の
場

余
興
梅
坊
主
一
座
出
演
実
物　

清
国
人
奇
術
曲
芸　

其
他
西

洋
新
着
写
真
数
種

都1910/07/16

69

明
治
43
年
7
月
15
日

大
勝
館

新
派
劇
『
ポ
イ
ソ
ン
』
七
幕

勤
皇
美
談
『
髙
山
彦
九
郎
』（
上
下
）

剣
舞　

残
月　

男
子
立
志
（
吟

声
入
）　

西
洋
新
着
写
真
数
種

都1910/07/16

70

明
治
43
年
8
月
1
日

大
勝
館

都
新
聞
新
派
劇
『
心
中
く
ら
べ
』
全
十
二
場

や
ま
と
新
聞
連
載
旧
劇
『
相
馬
大
作
』
全
六
幕

西
洋
写
真　

新
馬
鹿
の
悪

戯
、
居
残
り
紳
士
、
犬
の
お

手
柄
、
化
物
ホ
テ
ル
、
其
他

正
悲
劇
数
種

都1910/07/30

71

明
治
43
年
8
月
25
日

大
勝
館

史
劇
『
上
野
戦
争
彰
義
隊
』
全
九
場

新
派
悲
劇
『
自
業
自
得
』
全
十
幕

今
回
の
水
害
大
惨
状
の
実
況

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1910/08/25

72

明
治
43
年
9
月
4
日

大
勝
館

家
庭
劇
『
孝
女
白
菊
』
全
十
八
場

旧
劇
『
高
野
長
英
』
三
幕

神
刀
流
剣
舞　

後
本
能
寺
（
吟

声
入
）　

西
洋
悲
劇
人
の
罪

（
最
長
尺
）
他
十
数
種

都1910/09/03

73

明
治
43
年
9
月
22
日

大
勝
館

日
本
探
偵
劇
『
水
中
美
人
』
全
十
一
場

史
劇
『
児
島
高
徳
』
弐
場　

史
劇
『
ネ
ロ
王
物
語
栄
華
の
夢
』

剣
舞　

衣
至
肝　

吟
声
入　

其
他
西
洋
悲
喜
劇
数
種

都1910/09/23

74

明
治
43
年
10
月
3
日

大
勝
館

新
派
劇
『
こ
ゝ
ろ
の
花
』
全
十
二
場

旧
劇
『
春
雨
傘
』
続
き　

十
幕

剣
舞　

壮
士
軽
命　

霜
軍　

声
吟
士
丸
谷
氏　

南
米
奇
談

『
混
血
児
』
西
洋
最
長
尺　

其
他
数
種

都1910/10/06

75

明
治
43
年
10
月
15
日

大
勝
館

新
派
劇
『
二
人
狂
』
十
二
場

台
湾
討
蕃
隊　

剣
舞
南
極
探
検　
『
日
出
国
』（
神
刀

流
木
崎
正
道
先
生
出
演
・
同
門
下
二
少
年
出
演
）　

ナ
イ
ル
の
風
景　
『
馬
鈴
薯

騒
動
』　

喜
劇
『
夜
会
服
』　

大
悲
劇
『
西
洋
曽
我
』

都1910/10/15

76

明
治
43
年
10
月
15
日

大
勝
館

幕
末
の
志
士
と
勤
皇
芸
妓　

史
劇
『
恨
の
長
年
』

十
場

新
選
『
子
は
か
す
が
い
』
四
場

神
刀
流　

飛
雨　

木
崎
先
生

門
下
少
年
吟
士
丸
山
氏　

喜

劇
禁
酒
運
動　

白
蓮
華　

貞

女
ル
イ
ザ　

球
旅
行　

ロ
ー

マ
古
跡
と
瀑
布
の
壮
観

都1910/11/16



大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

六
五

77

明
治
43
年
10
月
31
日

大
勝
館

『
禅
海
物
語
』
板
橋
在
茶
店
よ
り
仇
討
ま
で　

十
三
場

史
劇
『
乱
れ
笹
』　

剣
舞
『
三
決
死
』『
建
業
』
木
崎

正
道
先
生
出
演　

同
門
下
二
少
年

活
動
絵
端
書　

谷
間
の
姫
百

合　

新
馬
鹿
成
功
の
巻　

母

思
ひ

都1910/10/31
78

明
治
43
年
11
月
27
日

大
勝
館

都
新
聞
所
載
『
小
松
嵐
』
十
二
場

旧
劇
『
お
駒
才
三
』
白
木
屋
よ
り
鈴
ヶ
森
迄　

義
太
夫
新
内
出
語

其
他
西
洋
新
写
真
数
種

都1910/11/27

79

明
治
43
年
12
月
11
日

大
勝
館

立
志
美
談
『
塩
原
多
助
一
代
記
』
十
七
場

新
派
劇
『
大
晦
日
』
六
場

其
他
最
新
西
洋
写
真
数
種

都1910/12/10

80

明
治
43
年
12
月
31
日

大
勝
館

旧
劇
『
夜
討
曽
我
』
市
川
鬼
丸
・
市
川
鬼
三
郎　

全
三
場

新
派
『
当
り
的
』
全
七
幕　

常
磐
津
所
作
事
『
三
つ

面　

万
歳
』　

中
村
歌
扇
一
座
出
演

新
馬
鹿
大
将　

昇
天
の
巻　

外
十
数
種

都1910/12/28

81

明
治
44
年
1
月
14
日

大
勝
館

旧
劇
『
尾
張
大
八
』
十
三
場

二
番
目
『
累
物
語
』
身
売
よ
り
土
橋
殺
し
迄　

鶴
賀

新
内
出
語
り

新
馬
鹿
大
将　

釣
道
楽
の
巻　

喜
劇
筆
一
本　

悲
劇
燃
る
火　

外
十
数
種

都1911/01/15

82

明
治
44
年
2
月
1
日

大
勝
館

実
説
『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
逗
子
物
語　

十
場

旧
劇
『
本
朝
廿
四
孝
』
筍
堀
よ
り
勘
助
物
語

西
洋
写
真　

新
馬
鹿
大
将
ラ

イ
オ
ン
の
巻　

新
馬
鹿
大
将

良
心
の
巻　

其
他
新
着
写
真

数
種

都1911/02/01

83

明
治
44
年
2
月
14
日

大
勝
館

旧
劇
『
小
笠
原
騒
動
』
全
十
五
場

喜
劇
『
赤
々
の
て
ん
〳
〵
』
一
幕

西
洋
写
真　

新
馬
鹿
大
将
お

せ
つ
か
い
の
巻
、
滑
稽
蠅
と

り
も
ち
、
正
劇
十
年
後　

外

新
着
数
種
奉
御
覧
入
候

都1911/02/16

84

明
治
44
年
3
月
1
日

大
勝
館

真
砂
座
当
狂
言
『
江
戸
紫
』
全
六
場

旧
劇
『
重
の
井
』
一
幕

西
洋
写
真　

新
馬
鹿
体
調
自

動
車
、
同
大
砲
の
巻
、
ガ
ル

タ
湖
絶
景
、
阿
爺
の
ス
テ
ツ

キ　

外
新
着
十
数
種

都1911/03/02

85

明
治
44
年
3
月
12
日

大
勝
館

二
六
新
報
連
載
『
粂
の
平
内
一
代
記
』
十
七
場

中
内
蝶
二
作　

喜
劇
『
二
人
少
将
』
二
場

西
洋
写
真　

天
下
一
品
ラ
イ

オ
ン
使
ひ
の
写
真　

其
他
最

新
着
写
真
数
種
御
覧
に
入
候

都1911/03/14

86

明
治
44
年
4
月
1
日

大
勝
館

故
尾
上
菊
五
郎
丈
が
当
り
狂
言
『
髪
結
藤
次
』
七
幕
『
玉
藻
前
』
三
段
目　

義
太
夫
出
語
り
に
て
相
勤
申

候

其
他
新
着
西
洋
写
真
数
種
御

覧
に
入
れ
申
候

都1911/04/01



六
六

87

明
治
44
年
4
月
14
日

大
勝
館

大
岡
政
談
『
徳
川
天
一
坊
』
八
場

蓮
如
上
人
吉
崎
御
坊
『
嫁
お
ど
し
』
三
場　

肉
付
面

の
由
来

西
洋
写
真
最
新
発
明
捕
賊
器

械
、
喜
劇
靖
子
の
行
衛
、
悲

劇
う
の
動
門
、
其
他
数
種
御

覧
入
候

都1911/04/15
88

明
治
44
年
4
月
30
日

大
勝
館

大
岡
政
談
『
村
井
長
庵
』
十
四
場
（
新
内
出
語
に
て

御
覧
入
れ
候
）

山
崎
紫
紅
氏
作　

史
劇
『
底
倉
の
湯
』
二
幕
（
西
洋

写
真
）

其
他
新
馬
鹿
大
将
地
獄
極
楽

巡
り　

喜
劇
人
の
噂　

盗
棒

と
犬　

正
劇
強
迫
状

都1911/04/30

89

明
治
44
年
5
月
15
日

大
勝
館

旧
劇
『
法
界
坊
』
十
場　

常
磐
津
出
語
り
に
御
覧
入

候

該
当
な
し

喜
劇
親
の
慈
悲
二
場　

過
般

川
崎
に
於
け
る
飛
行
機
と
自

動
車
の
競
走　

其
他
西
洋
写

真
数
種

都1911/05/15

90

明
治
44
年
5
月
28
日

大
勝
館

麗
水
氏
作　

新
派
劇
『
乳
屋
の
娘
』

旧
劇
『
梅
川
忠
兵
衛
』
封
切
よ
り
新
口
村
迄　

義
太

夫
新
内
出
語
り
に
て
ご
御
覧
に
入
れ
候

西
洋
劇　

正
劇
自
由
の
翼　

同
つ
ぼ
み
の
愛　

学
生
の
悪

戯　

其
他
数
種

都1911/05/28

91

明
治
44
年
6
月
13
日

大
勝
館

『
新
皿
屋
敷
』（
十
一
場
）

義
士
伝
『
赤
垣
源
蔵
』
塩
山
玄
関
よ
り
泉
岳
寺
引
上

迄

東
宮
殿
下
御
台
覧
の
銚
子
沖

に
於
け
る
水
難
救
助
の
実
況　

西
洋
劇　

悲
劇
煙
筒
掃
除　

熊
の
皮　

正
劇
勇
猛
心　

悲

劇
多
情
多
恨　

其
他
数
種

都1911/06/13

92

明
治
44
年
6
月
29
日

大
勝
館

新
派
劇
『
己
が
罪
』
十
三
場

旧
劇
『
蘭
平
物
狂
』
二
場
（
義
太
夫
入
に
て
御
覧
入

候
）

西
洋
写
真　

喜
劇
蚊
い
ぶ
し

騒
ぎ
、
同
新
馬
鹿
大
将
借
金

の
巻
、
同
衛
生
家
、
正
劇
一

縷
の
望

都1911/06/29

93

明
治
44
年
6
月
29
日

大
勝
館

新
派
劇
『
女
七
五
郎
』
全
十
幕

旧
劇
『
蘭
平
物
狂
』
二
場
（
義
太
夫
入
に
て
御
覧
入

候
）

西
洋
写
真　

喜
劇
蚊
い
ぶ
し

騒
ぎ
、
同
新
馬
鹿
大
将
借
金

の
巻
、
同
衛
生
家
、
正
劇
一

縷
の
望

都1911/07/03

94

明
治
44
年
7
月
14
日

大
勝
館

明
暦
年
間
大
火
の
由
来
『
振
袖
火
事
』
全
七
場

新
派
劇
国
民
新
聞
連
載
『
紅
梅
お
い
ろ
』
十
一
場

喜
劇　

曾
我
廼
家
兄
弟
合
作

『
無
言
ポ
ン
チ
』
五
郎
十
郎

出
演　

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1911/07/16

95

明
治
44
年
7
月
30
日

大
勝
館

都
新
聞
所
載
『
堀
の
お
梅
』
廿
五
場

義
士
銘
々
伝
の
内
『
不
破
数
右
衛
門
』
三
場

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1911/07/30



大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

六
七

96

明
治
44
年
8
月
15
日

大
勝
館

復
讐
美
談
『
佐
野
鹿
十
郎
』
つ
ゞ
き
十
一
場

曾
我
廼
家
兄
弟
喜
劇
『
命
の
替
玉
』
五
場

其
他
西
洋
新
写
真
数
種

都1911/08/16
97

明
治
44
年
8
月
27
日

大
勝
館

都
新
聞
所
載
、
渡
部
黙
禅
氏
作　

旧
劇
『
雷
六
郎
』

十
四
場

新
派
劇
『
花
一
輪
』
十
幕

其
他
西
洋
新
写
真
数
種
御
覧

入
候

都1911/09/01
98

明
治
44
年
9
月
10
日

大
勝
館

勧
善
懲
悪
『
鼠
小
僧
』
全
九
場
（
市
川
介
十
郎
外
一

座
出
演　

義
太
夫
新
内
出
語
り
）

義
士
銘
々
伝　

神
崎
与
五
郎
『
堪
忍
袋
』
つ
ゞ
き
四

場
（
浪
花
節
桃
栗
軒
雪
右
衛
門
出
語
り
）

其
他
新
着
奇
抜
な
る
西
洋
写

真
数
種

都1911/09/10

99

明
治
44
年
9
月
30
日

大
勝
館

実
説
『
鈴
木
主
水
』
二
十
一
場
（
新
内
、
義
太
夫
出

語
）

義
士
外
伝
『
天
川
屋
儀
兵
衛
』
三
場　

桃
栗
軒
雪
右

衛
門
出
演　

其
他
西
洋
新
写
真
数
種
御
覧

入
候

都1911/09/30

不
明

パ
テ
ー
館
『
元
和
三
勇
士
』

不
明

不
明

都1911/10/11

100

明
治
44
年
10
月
15
日

大
勝
館

旧
劇
『
幡
随
院
長
兵
衛
』

雪
の
曙
義
士
伝
『
勝
田
新
左
衛
門
』　

浪
花
節
桃
栗

軒
雪
右
衛
門
出
演

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1911/10/15

101

明
治
44
年
10
月
25
日

パ
テ
ー
館
『
蛇
の
目
鮨
清
蔵
』
伏
見
町
地
蔵
迄

『
明
烏
夢
の
淡
雪
』
浦
里
時
次
郎　

新
内
義
太
夫
出

語
り

西
洋
写
真　

白
衣
沙
門　

ケ

リ
ー
の
水
責　

外
数
種

都1911/11/01

102

明
治
44
年
10
月
30
日

大
勝
館

観
世
音
霊
験
記
『
野
狐
三
次
』
十
三
場　

新
内
出
語

り

雪
の
曙
義
士
伝
『
南
部
坂
雪
の
別
』
五
場　
（
浪
花

節
桃
栗
軒
雪
右
衛
門
出
演
）　

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1911/11/01

103

明
治
44
年
11
月
15
日

大
勝
館

侠
客
『
大
前
田
英
五
郎
』
十
一
場

義
士
外
伝
『
新
刀
正
宗
』（
津
田
助
直
）
七
場　
（
浪

花
節
桃
栗
軒
雪
右
衛
門
出
演
）

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1911/11/16

104

明
治
44
年
11
月
10
日

パ
テ
ー
館

都
新
聞
連
載
中　

松
田
竹
嶼
先
生
作　
『
加
賀
鳶
』

全
十
八
場

（
中
幕
）『
桶
狭
間
合
戦
』（
全
四
場
）
今
川
義
元
討

死

其
他
西
洋
写
真
如
例
沢
山
入

御
覧
候

都1911/11/16

105

明
治
44
年
11
月
23
日

パ
テ
ー
館

故
川
上
音
二
郎
氏
、
伊
井
蓉
峰
氏
出
演　

史
劇
『
楠

木
正
成
』
桜
井
駅　

天
下
一
品
当
館
独
特
の
好
紀
念

物
な
り

旧
劇
『
稲
妻
権
次
』
全
通
し
の
十
七
場

詩
聖
ホ
ー
マ
ー
傑
作
『
イ
リ

ヤ
ツ
ド
ト
ロ
イ
の
陥
落
』
出

場
者
二
千
名
、
英
国
人
快
楽

亭
ブ
ラ
ツ
ク
説
明

都1911/11/22

106

明
治
44
年
11
月
30
日

大
勝
館

十
六
夜
清
心
『
鬼
あ
ざ
み
清
吉
』
つ
ゞ
き
九
場　

新

内
連
中
出
語

雪
の
曙
義
士
伝
『
大
石
出
立
よ
り
山
鹿
送
り
』（
浪

花
亭
桃
繰
件
雪
右
衛
門
出
語
）
六
場

其
他
西
洋
新
写
真
取
揃
御
覧

に
供
し
申
し
候

都1911/12/01

107

明
治
44
年
12
月
10
日

パ
テ
ー
館

旧
劇
侠
客
『
国
定
忠
次
』
全
十
七
場

忠
臣
講
釈
『
飾
間
宅
兵
衛
』
真
葛
ヶ
原
上
使
の
場

清
国
動
乱
『
革
命
軍
大
激

戦
』
M
パ
テ
ー
商
会
萩
谷
技

士
が
大
負
傷
を
な
し
大
冒
険

撮
影　

弁
士
英
人
ブ
ラ
ツ
ク

出
演

都1911/12/11



六
八

108

明
治
44
年
12
月
13
日

大
勝
館

探
偵
実
話
『
入
墨
お
せ
ん
』
十
二
場

雪
の
曙
義
士
伝
『
倉
橋
伝
助
』
六
場　
（
浪
花
節
桃

栗
軒
雪
右
衛
門
出
演
）

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1911/12/13
109

明
治
45
年
1
月
1
日

パ
テ
ー
館

実
説
『
弁
天
小
僧
』
全
通
し
十
七
場

旧
劇
『
武
松
の
虎
狩
』
景
陽
閣
の
場

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
史
ア
ル
プ
ス

颪　

其
他
西
洋
写
真
数
種　

弁
士
英
人
ブ
ラ
ツ
ク
説
明

都1911/12/28

110

明
治
45
年
1
月
1
日

大
勝
館

や
ま
と
新
聞
所
載
『
浅
香
三
四
郎
』
十
場

義
士
外
伝
『
村
上
喜
剣
』
七
場　

桃
葉
軒
雪
右
衛
門

出
演

（
其
他
西
洋
写
真
数
種
）

都1912/01/04

111

明
治
45
年
1
月
13
日

パ
テ
ー
館

斬
捨
御
免
『
明
石
騒
動　

尾
張
伝
内
』
全
十
七
場

一
谷
嫩
軍
記
『
熊
谷
陣
屋
』

西
洋
写
真
イ
リ
ヤ
ツ
ド
後
日

譚　

新
馬
鹿
大
将
樽
責
め　

其
他
数
種

都1912/01/17

112

明
治
45
年
1
月
14
日

大
勝
館

安
政
三
ツ
組
盃
『
羽
子
板
娘
』
十
場　

新
内
連
中
出

語

義
士
外
伝　

山
科
閑
居
『
大
石
三
弦
破
』（
三
場
）（
禁

無
断
興
行
）
桃
葉
軒
雪
右
衛
門
出
演

（
剣
舞
）
雲
那
山
那
、
踏
破

る
、
吟
士
丸
谷
氏
出
場
写

真
、
西
洋
写
真
数
種

都1912/01/17

113

明
治
45
年
1
月
25
日

パ
テ
ー
館

新
派
劇
『
有
喜
世
御
殿
』
全
十
四
場

増
補
忠
臣
蔵
『
本
蔵
下
屋
敷
』
全
二
幕

西
洋
写
真　

弟
の
手
柄　

晩

鐘　

新
馬
鹿
大
将
白
服
の
巻　

英
人
ブ
ラ
ツ
ク
説
明

都1912/01/30

114

明
治
45
年
1
月
28
日

大
勝
館

新
派
劇
『
三
日
月
お
六
』　

十
二
場

義
士
外
伝
『
潮
田
主
水
』　

十
一
場　

桃
葉
軒
雪
右

衛
門
出
演　

西
洋
写
真

都1912/01/30

115

明
治
45
年
2
月
1
日

大
勝
館

史
劇
『
伊
達
政
宗
』
九
場

雪
の
曙
義
士
伝
『
寺
坂
吉
右
衛
門
』
十
一
場　

桃
葉

雪
右
衛
門
出
演　

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1912/02/11

116

明
治
45
年
2
月
3
日

パ
テ
ー
館

漫
遊
『
水
戸
黄
門
記
』
全
四
十
場

中
村
歌
扇
一
座
出
演　
『
老
後
の
政
岡
』
暇
乞
の
場

西
洋
写
真　

春
天
城
壮
絶
快

絶　

其
他
数
種

都1912/02/11

117

明
治
45
年
2
月
16
日

パ
テ
ー
館

松
島
絶
景
応
用　

中
村
歌
扇
仙
台
み
や
げ　

実
傳

『
原
田
甲
斐
』
全
十
五
場

旧
劇
『
関
取
二
代
鑑
』
秋
津
島
力
士
伝
（
切
腹
の
場
）
西
洋
写
真 

曙 

ポ
ン
ペ
イ
の

末
日 

其
他
数
種

都1912/02/18

118

明
治
45
年
2
月
27
日

パ
テ
ー
館

旧
劇
『
大
名
五
郎
蔵
』
全
十
五
場

（
史
劇
）
木
村
長
門
守
『
堪
忍
袋
』
全
五
場

西
洋
写
真　

継
母
継
子　

悲

劇
春
霞　

イ
タ
リ
ー
名
所　

不
調
法
な
る
瓦
斯
工
夫　

其

他
数
種

都1912/02/28

119

明
治
45
年
2
月
29
日

大
勝
館

『
日
蓮
上
人
一
代
記
』（
五
十
三
場　

映
写
約
三
時
間
）
赤
穂
義
士
伝
『
岡
野
金
右
衛
門
』
五
場　
（
浪
花
節

雪
右
衛
門
出
演
）　

其
他
新
着
西
洋
写
真
数
種

都1912/02/28



大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

六
九

120

明
治
45
年
3
月
12
日

パ
テ
ー
館

旧
劇
『
う
づ
ら
権
兵
衛
』
新
内
出
語
り　

全
十
五
場
『
義
士　

村
松
三
太
夫
』
全
五
場　

浪
花
節　

吉
田

奈
良
子
嬢
出
演

西
洋
写
真　

ブ
ラ
ツ
ク
説
明

都1912/03/16
121

明
治
45
年
3
月
24
日

パ
テ
ー
館

天
下
一
品
『
真
書
太
閤
記
』
全
四
十
六
場　

清
元
出

語
り　

大
阪
初
上
り　

吉
田
奈
良
子
出
演

該
当
な
し

其
他
西
洋
写
真　

英
人
ブ
ラ

ツ
ク
説
明

都1912/03/30

122

明
治
45
年
3
月
31
日

大
勝
館

や
ま
と
新
聞
連
載　

旧
劇
『
石
川
寅
次
郎
』
廿
三
場　

新
内
連
中
出
語

義
士
外
伝
『
毛
利
小
平
太
』
五
場　

浪
花
節
出
演

其
他
西
洋
新
写
真
数
種
御
覧

入
候

都1912/03/30

123

明
治
45
年
4
月
13
日

パ
テ
ー
館

旧
劇
『
大
久
保
彦
左
衛
門
』
最
大
長
尺　

全
四
十
二

場　

女
浪
花
節
十
三
蔵　

京
山
桃
香
出
語
り

西
洋
名
劇
『
サ
ラ
ン
ボ
ー
』
東
京
座
文
芸
活
動
協
会

好
評

該
当
な
し

都1912/04/20

124

明
治
45
年
4
月
18
日

大
勝
館

渡
邊
獣
禅
氏
作
『
風
流
菩
薩
』
二
十
五
場

孝
子
美
談
『
五
郎
正
宗
伝
』
七
場　
（
浪
花
節
出
語

り
）　

関
西
浪
界
の
花　

桃
中
軒
薄
雲
太
夫
（
出
演
）
其
他
西
洋
写
真
数
種

都1912/04/20

125

明
治
45
年
4
月
27
日

パ
テ
ー
館

霊
狐
奇
譚
『
小
笠
原
騒
動
』
全
十
五
場

上
野
戦
争
『
彰
義
隊
』
全
七
幕
十
場　

黒
門
墳
墓
実

説　

益
々
大
好
評
少
女
浪
花
節　

京
山
桃
香
長
席
出

語
り
御
聴
に
逢
候

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1912/05/01

126

明
治
45
年
5
月
1
日

大
勝
館

侠
客
『
尾
張
大
八
』
拾
三
場　

浪
花
節
桃
中
軒
薄
雲

太
夫　

桃
葉
軒
雪
右
衛
門　

出
演

小
島
孤
舟
氏
作　

本
郷
座
当
狂
言　

新
派
劇
『
湖
畔

の
家
』　

三
場

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1912/05/01

127

明
治
45
年
5
月
12
日

パ
テ
ー
館

壮
絶
快
絶
箱
根
絶
景
応
用　

曲
亭
馬
琴
翁　

椿
節
弓

張
月
『
鎮
西
八
郎
為
朝
』
最
大
長
尺　

全
五
十
場

西
洋
喜
劇
『
意
外
』
最
長
尺　

ブ
ラ
ツ
ク
説
明

益
々
好
評　

少
女
浪
花
節　

京
山
桃
香
出
演

都1912/05/16

128

明
治
45
年
5
月
15
日

大
勝
館

勤
皇
美
談
『
秋
田
義
民
伝
』
十
一
場

義
士
外
伝
『
小
山
田
庄
左
衛
門
』
七
場　

浪
花
節
桃

中
軒
薄
雲
太
夫
、
桃
葉
軒
雪
右
衛
門
出
演

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1912/05/16

129

明
治
45
年
5
月
25
日

パ
テ
ー
館

実
録
『
鈴
木
主
水
』
全
通
し
廿
五
場

新
派
悲
劇
『
狂
美
人
』
全
通
し
廿
四
場

其
他
優
秀
西
洋
写
真

都1912/05/25

130

明
治
45
年
5
月
26
日

大
勝
館

家
庭
劇
『
孝
女
白
菊
』
十
八
場

義
士
伝
『
堀
部
安
兵
衛
』
東
下
り　

三
場　

浪
花
節　

桃
中
軒
薄
雲
太
夫　

桃
葉
軒
雪
右
衛
門
出
演　

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1912/05/25

131

明
治
45
年
6
月
7
日

パ
テ
ー
館

慶
安
太
平
記
『
丸
橋
忠
弥
』
全
廿
五
場　

金
剛
山
、

由
井
正
雪
、
金
井
民
五
郎
会
合
よ
り
忠
弥
召
捕
迄

該
当
な
し

西
洋
写
真
『
大
凶
賊
デ
ル

ナ
ー
ド
』
イ
タ
ラ
会
社
最
近

傑
作　

大
長
尺 

英
人
ブ
ラ

ツ
ク
説
明

都1912/06/09

132

明
治
45
年
6
月
9
日

大
勝
館

大
岡
政
談
『
越
後
伝
吉
』
十
九
場　

桃
中
軒
薄
雲
太

夫
、
桃
葉
軒
雪
右
衛
門

お
染
久
松
『
野
崎
村
』
久
作
家
よ
り
堤
ま
で　

竹
本

越
寿
連
中
出
語

西
洋
写
真
数
種

都1912/06/09



七
〇

133

明
治
45
年
6
月
19
日

大
勝
館

旧
劇
『
松
前
騒
動
』
全
通
し
廿
五
場　

新
派
『
女
金
色
夜
叉
』
全
二
十
場　
（
仏
国
文
豪
ド

オ
デ
作
）
西
洋
写
真
『
ア
ル
ゝ
の
女
』　

第
四
回
文

芸
活
動
写
真
会
大
好
評

西
洋
写
真　

地
獄
岩　

其
他

数
種

都1912/06/20
134

明
治
45
年
6
月
21
日

パ
テ
ー
館

新
派
『
水
中
美
人
』
十
二
場　

桃
中
軒
薄
雲
太
夫
、

桃
葉
軒
雪
右
衛
門
出
演

旧
劇
『
義
士
伝
』
横
川
勘
平　

五
場　

竹
本
越
寿
出

語

他
西
洋
写
真
全
部
差
替
供
覧

都1912/06/20

135

明
治
45
年
6
月
30
日

パ
テ
ー
館

実
物
応
用
活
動
写
真　

日
本
旧
劇
『
義
経
千
本
桜
』

専
属
俳
優
出
演

新
派
悲
劇
『
月
一
つ
』　

新
派
喜
劇
『
生
仏
』　

旧
劇

『
小
野
川
喜
三
郎
』

西
洋
写
真
最
近
時
事
（
パ

テ
ー
週
報
）　

其
他
数
種

都1912/07/02

136

明
治
45
年
7
月
1
日

大
勝
館

実
説
『
白
井
権
八
』
拾
一
場　

桃
中
軒
薄
雲
太
夫
、

桃
葉
軒
雪
右
衛
門
出
演

三
勝
半
七
『
酒
屋
』
一
幕　

竹
本
越
寿　

豊
沢
団
京

出
語

西
洋
写
真
悉
く
差
替
供
覧

都1912/07/02

137

明
治
45
年
7
月
13
日

パ
テ
ー
館

旧
劇
『
尼
子
十
勇
士
』
全
通
し
十
八
場

神
出
鬼
没
奇
賊　

新
派
『
稲
妻
五
郎
』
全
二
十
場

西
洋
写
真
土
人
征
伐　

滑
稽

熱
い
歓
迎　

実
写
象
の
労
働　

其
他
優
秀
写
真
数
種

都1912/07/17

138

明
治
45
年
7
月
14
日

大
勝
館

旧
劇
『
不
動
文
治
』
十
場　

竹
本
越
寿　

竹
本
団
京

出
語

義
士
伝
『
赤
垣
源
蔵
』
塩
山
邸
よ
り
引
揚
ま
で　

桃

中
軒
薄
雲
太
夫　

桃
葉
軒
雪
右
衛
門
講
演

其
他
西
洋
写
真
種
々
尊
覧
に

供
し
候

都1912/07/17

139

大
正
1
年
8
月
11
日

大
勝
館

実
録
『
清
水
一
角
』
八
場　

桃
葉
軒
雪
右
衛
門　

桃

中
軒
薄
雲
太
夫
出
演

『
壺
阪
霊
験
記
』
澤
市
内
よ
り
谷
底
ま
で　

竹
本
越

寿　

竹
本
団
京
出
演

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1912/08/14

140

大
正
1
年
8
月
11
日

パ
テ
ー
館

旧
劇　

二
蓋
笠
『
柳
生
又
十
郎
』
全
通
し
十
八
場

新
派
悲
劇
『
結
婚
』
全
十
五
場　

西
洋
悲
劇
『
夕
日
』

最
長
尺

新
馬
鹿
大
将
喧
嘩
の
巻　

懸

賞
飛
行
機　

其
他
数
種

都1912/08/14

141

大
正
1
年
8
月
18
日

パ
テ
ー
館

旧
劇
『
雲
霧
仁
左
衛
門
』
義
太
夫
出
語　

全
通
し

十
四
場

新
派
『
ピ
ス
ト
ル
お
定
』
壮
快
無
比　

全
十
七
場

西
洋
写
真
な
だ
れ
、
実
写
造

華
街
、
後
の
月
着
色
優
美
、

新
馬
鹿
大
将
替
玉
の
巻
、

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
先
生
山
賊
の
巻　

外
数
種

都1912/08/23

142

大
正
1
年
8
月
21
日

大
勝
館

旧
劇
『
宇
都
宮
釣
天
井
』（
十
五
場
）
娘
義
太
夫
出

演

義
士
伝
『
間
重
次
郎
』
六
場　

浪
花
節
出
演

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1912/08/23

143

大
正
1
年
9
月
1
日

大
勝
館

新
派
劇
『
官
員
小
僧
』
十
五
場

旧
劇
『
紙
治
』（
竹
本
越
寿
出
語
り
）

余
興
初
御
目
見
え
桃
中
軒
歌

右
衛
門　

桃
中
軒
薄
雲
太
夫

講
演　

其
他
西
洋
写
真
悉
皆

差
替
供
覧

都1912/09/03



大
勝
館
の
活
動
写
真
と
中
村
歌
扇

七
一

144

大
正
1
年
9
月
1
日

パ
テ
ー
館

旧
劇
『
塚
原
卜
伝
』
十
五
場

旧
劇
『
神
田
ッ
子
』
十
七
場

西
洋
写
真
『
海
賊
ゴ
ー

ト
ー
』　

悲
劇
恨
み
の
□
衣　

喜
劇
自
動
車
強
盗　

喜
劇
死

物
狂

都1912/09/03
145

大
正
1
年
9
月
16
日

大
勝
館

実
説
『
八
百
屋
お
七
』
十
二
場

新
派
『
官
員
小
僧
』
十
五
場

余
興
桃
中
軒
歌
右
衛
門
、
同

薄
雲
太
夫
講
演　

竹
本
越
寿

出
語　

其
他
西
洋
写
真
数
種

都1912/09/18

146

大
正
1
年
9
月
16
日

パ
テ
ー
館

旧
劇
『
日
本
銀
次
』
生
立
よ
り
仇
討
ま
で
全
十
六
場

新
派
悲
劇
『
真
清
水
』
最
長
尺　

全
十
場

西
洋
正
劇　

恨
と
恩　

着
色
優
美　

西
洋
喜
劇
鳴
物
の
石
膏　

人

情
劇
露
の
情　

其
他
数
種

都1912/09/18

147

大
正
1
年
9
月
29
日

大
勝
館

空
前
之
傑
作　

桑
野
桃
華
氏
作
『
新
ジ
ゴ
マ
探
偵
』

九
十
場　
（
最
長
六
千
尺
）

余
興
桃
中
軒
歌
右
衛
門
、
同

薄
雲
太
夫
講
演　

其
他
西
洋

写
真
数
種
あ
り

都1912/09/30

148

大
正
1
年
9
月
29
日

パ
テ
ー
館

新
派　

明
治
座
当
り
狂
言　

小
島
孤
舟
先
生
作
『
夏

草
も
の
語
』
全
十
場

旧
劇
敵
討
『
肥
後
駒
下
駄
』
全
十
五
場

関
西
初
上
り
女
浪
界
明
星　

天
中
軒
東
雲
嬢　

得
意
義
士

伝　

毎
回
長
講　

国
威
宣
揚

日
露
陸
海
大
戦
争　

其
他
数

種

都1912/09/30


